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インディアナ州インディアナポリスでの大会，1925年。





1925: 100年前の年


「クリスチャンは大きな期待を抱いてこの年を待ち望んできました」。「ものみの塔」（英語）1925年1月1日号にはそうあります。次のようにも書かれています。「クリスチャンは，今年生じるかもしれない事柄に気を取られるあまり，主が自分たちに行わせようとしておられることを喜んで行うことができないようであってはなりません」。では，聖書研究者は1925年にどんなことが起きると期待していたでしょうか。期待が外れてがっかりしても，どのように伝道に打ち込んだでしょうか。




期待通りにはならなかった

多くの聖書研究者たちは，1925年に地上がパラダイスに変わると期待していました。後に統治体のメンバーになったアルバート･シュローダー兄弟はこう言っています。「その時には，聖なる力で選ばれた人のうち地上に残っている人たちが天へ行って王国の成員となり，アブラハムやダビデそして，他の昔の忠実な人々は復活して高官になり，神の王国の一部である地の政府を受け継ぐものと考えられていました」。でも，1925年になっても期待通りにはなりませんでした。それで落胆した人たちがいました。（格 13:12）

でも，ほとんどの聖書研究者は伝道に打ち込みました。そして，証人としてエホバについて語ることの大切さも徐々に理解していきました。では，聖書のメッセージをもっと広範囲に伝えるために，どんなことをしたでしょうか。

ラジオ放送に力を入れる

1924年に作ったラジオ局WBBRの成功を受けて，聖書研究者たちはイリノイ州シカゴの近くに新たなラジオ局を建てました。コールサインはWORDです。ラジオ局の建設に関わった技術者のラルフ･レッフラー兄弟はこう言っています。「寒い冬の夜は特にWORDを聞く人が多かったようです。かなり遠くに住む人たちも聞いていました」。例えば，放送局から5000㌔以上も離れたアラスカ州のパイロット･ステーションという町に住む家族から，手紙が寄せられました。できて間もないWORDの放送を聞いたその家族は，素晴らしい番組にとても感謝していると書いてきました。



[image: ]

左:  WORDの送電用の鉄塔，イリノイ州バタビア。

右:  ラジオ局で働いているラルフ･レッフラー。





「ものみの塔」（英語）1925年12月1日号には，この放送がどれほど広く聞かれていたかが書かれています。「WORDは放送出力が5000㍗もあり，米国で非常に強力な放送局の1つです。受信状況は良好で，太平洋岸でも大西洋岸でも，キューバでもアラスカの最北部でも聞くことができます。これまで聖書の真理を聞く機会が全くなかった人たちも，この放送を聞いて関心を持つようになっています」。
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ジョージ･ネイシュ





この頃，聖書研究者は，カナダでもラジオを使って良い知らせを広めることに力を入れていました。1924年にはサスカチワン州サスカトゥーンにCHUCというラジオ局を建てました。宗教専門のラジオ局としてはカナダで最初期のものでした。1925年にはもっと大きな施設が必要になったため，放送局を移すことにしました。ものみの塔協会はCHUCの所有権を取得し，サスカトゥーンにある劇場として使われていたリージェントビルディングを購入して改装し，新たな放送局として使い始めました。

この放送局ができたので，サスカチワン州の過疎地に住む人たちにも良い知らせが届くようになりました。例えば，人里離れた町に住むグラハムさんという女性は，放送を聞いて「聖書の本を送ってほしい」という手紙を寄せました。ジョージ･ネイシュ兄弟はこう言っています。「ぜひ教えてほしい，という彼女の痛切な願いに応えて『聖書研究』を全巻送ることにしました」。グラハムさんはすぐに，かなり遠くの地域まで行って学んだことを人に伝えるようになりました。

聖書の理解が深まる

「ものみの塔」（英語）1925年3月1日号に「国民の誕生」という記事が掲載され，とても大切なことが説明されました。聖書研究者は，すでにサタンが1つの組織を持っていることを知っていました。サタンは天の邪悪な天使たちと，地球の宗教，政治，商業を含む世界を操っています。でも，この記事を通して「忠実で思慮深い奴隷」は，エホバも組織を持っているということを教えました。エホバの組織とサタンの組織は全く違い，その2つは対立し合っています。（マタ 24:45）さらにその記事では，1914年に神の王国がつくられたこと，そしてその年に「天で戦争が起こった」結果，サタンと邪悪な天使たちが天から追放され，もう地球の近くででしか活動できないことも説明されました。（啓 12:7-9）

この説明を受け入れにくいと感じた人もいました。でも，記事には次のようにも書かれていました。「ここに述べられていることに同意できない読者がいるなら，冷静かつ注意深く主を待ち望み，清い心を保つようお勧めします」。

ほとんどの聖書研究者たちはその記事についてどう感じていたでしょうか。イギリス出身のコルポーター（今の開拓者）トム･エア兄弟はこう話しています。「兄弟たちは啓示 12章の説明を読んで胸を躍らせました。天ですでに王国が建てられていたということが分かったので，ますます伝道に力を入れるようになりました。やる気が湧いてきました。エホバがこれからどんな素晴らしいことをしてくれるんだろうという期待も高まりました」。

証人としてエホバのために語る

今のエホバの証人にとってイザヤ 43章10節はなじみ深い聖句です。「エホバはこう宣言する。『あなたたちは私の証人である。私に仕える者であり，私が選んだのである』」。1925年より前は，この聖句が聖書研究者の本や雑誌に出てくることはほとんどありませんでした。でも，1925年にはイザヤ 43章10節と12節が「ものみの塔」の11の号で取り上げられました。

1925年8月末にインディアナ州インディアナポリスで大会が開かれました。大会のプログラムには，ジョセフ･F･ラザフォード兄弟の次のような歓迎の言葉が載せられていました。「私たちはこの大会に……主から力を得るために来ました。主の証人として働きたいという熱意が高まり，新たな気持ちで野外に戻ることができるでしょう」。8日間の大会を通して，出席者はいつでもどこでも証人としてエホバについて語るよう勧められました。

8月29日土曜日，ラザフォード兄弟は「活動への召し」という話をしました。兄弟はエホバのために語ることがどれほど大切かを次のように話しました。「エホバはご自分の民に『あなたたちは私の証人であり，私は神である』と言っています。そして強い調子でこうはっきり命じています。『人々のために旗印を掲げよ』。この言葉の通り，人々のために旗印を掲げているのは，地球上で[主の民]つまり，主の力に導かれ，主の証人となっている人たちをおいてほかにいません」。（イザヤ 43:12; 62:10）



[image: 「希望の音信」の決議の内容が載せられたパンフレット。]

「希望の音信」のパンフレット。





ラザフォード兄弟の話の後，出席者は「希望の音信」という決議を満場一致で採択しました。神の王国が「平和，繁栄，健康，命，自由，およびとこしえの幸福」を実現させる本当の希望だということを取り上げた決議でした。その決議文は幾つかの言語に翻訳され，パンフレットの形で4000万部ほど配布されました。

聖書研究者がエホバの証人という名称を使うようになるのは，それから何年か後のことです。でもこの時すでに，証人としてエホバについて語ることの大切さを強く意識するようになっていました。

関心がある人を再び訪ねる

世界各地で聖書研究者の人数が増えていたので，良い知らせに以前関心を示した人を改めて訪ねることに力を入れるようになりました。「希望の音信」を配布するキャンペーンの後，「会報」（英語）*には次のような指示が載せられました。「文書を渡せなくても『希望の音信』のパンフレットを置いてきた家を，再び訪ねるようにしてください」。

「会報」（英語）1925年1月号には，テキサス州プレーノのある聖書研究者の次のようなコメントが載せられました。「初めて伝道する区域より何度も伝道したことがある区域の方が良い反応が返ってくる，ということに驚いています。私たちの区域のある小さな町は，10年間に5回も奉仕されてきました。……最近，その町を私の母とヘンドリクス姉妹が再び訪ねたところ，かつてなくたくさんの本を配布できました」。

パナマのあるコルポーターは次のように書きました。「1回目の訪問では私を玄関から追い払った人が，2回目や3回目には態度を変えるということがよくあります。今年は，再び訪問する活動に特に力を入れました。うれしい経験をたくさんしました」。

先を見据えて

ラザフォード兄弟は毎年全てのコルポーターに送る手紙の中で，1925年の活動を振り返りつつ，次の年にどんなことが待っているかも書きました。「この1年，私たちは悲しみに暮れる人たちに慰めを差し伸べることができました。その活動により，私たちの心は喜びに包まれました。……来年は，神と神の王国の証人となり，人々のために旗印を掲げる機会があります。……では，共に私たちの神また王をたたえる歌声を響かせていきましょう」。

1925年の終わりごろ，兄弟たちはブルックリンの施設を拡張することを考えていました。年が明けた1926年には，かつてなく大規模な建設プロジェクトが始まります。





[image: 初期段階の建設現場で兄弟たちが働いている。]

ニューヨーク市ブルックリン，アダムズ通りの建設現場，1926年。







^  現在の「クリスチャンとしての生活と奉仕 集会ワークブック」。






^ （格 13:12） 期待がなかなか実現しないと落ち込むが， かなえられた望みは命の木である。



^ （マタ 24:45） 主人が，召し使いたちに適切な時に食物を与えるため，彼らの上に任命した忠実で思慮深い奴隷はいったい誰でしょうか。



^ （啓 12:7-9） そして，天で戦争が起こった。ミカエル*と天使たちが竜と戦ったのである。竜と邪悪な天使たちも応戦した。 8 しかし彼らは勝つことができず*，天に彼らの居場所はなくなった。 9 こうして，大きな竜は投げ落とされた。あの初めの蛇で，悪魔サタンと呼ばれ，全世界を惑わしている者である。彼は地に投げ落とされ，邪悪な天使たちも共に投げ落とされた。

意味，「誰が神のようだろうか」。
もしかすると，「竜は敗れ」。


^ （啓 12:1-17） それから，天に大きなしるしが見えた。それは太陽を身にまとった女で，月が足の下にあり，12の星の冠をかぶっていた。 2 彼女は妊娠しており，出産の痛みや苦しみのために叫んでいた。 3 また，天に別のしるしが見えた。それは火のような色の大きな竜で，7つの頭と10本の角があり，7つの王冠をかぶっていた。 4 竜の尾は天の星の3分の1を引き寄せて，地に投げ落とした。そして竜は，子を産もうとしている女の前に立っていた。彼女が子を産んだ時に，その子をむさぼり食うためだった。 5 女は男の子を産んだ。その男子は，鉄のつえをもって全ての国の民を処罰する*ことになる。その子はすぐに女から取られ，神のもとへ，王座へと連れていかれた。 6 女は荒野に逃げた。そこには神が用意した場所があり，彼女は1260日の間養われることになる。 7 そして，天で戦争が起こった。ミカエル*と天使たちが竜と戦ったのである。竜と邪悪な天使たちも応戦した。 8 しかし彼らは勝つことができず*，天に彼らの居場所はなくなった。 9 こうして，大きな竜は投げ落とされた。あの初めの蛇で，悪魔サタンと呼ばれ，全世界を惑わしている者である。彼は地に投げ落とされ，邪悪な天使たちも共に投げ落とされた。 10 私は大きな声が天でこう言うのを聞いた。 「今や，私たちの神の救いと力と王国，またその方のキリストの権威が実現しました！ 私たちの兄弟たちを神の前で昼も夜も訴える者が投げ落とされたからです。 11 兄弟たちは，子羊の血によって，また自分たちが語る言葉によってその者を征服し，死に面しても自分の命を惜しみ*ませんでした。 12 それで，天とそこに住む者たち，喜びなさい！ 地と海には災いが降り掛かります。悪魔が，自分に残された時が短いことを知り，大きな怒りを抱いてあなた方の所に下ったからです」。 13 地に投げ落とされた竜は，男の子を産んだ女を迫害した。 14 しかし，女は大きなワシの翼を与えられ，荒野にある自分の場所に飛んでいった。蛇から離れたその場所で，一時と二時と半時の間養われることになる。 15 蛇は，口から水を川のように女の後ろに吐き出して，彼女を溺れさせようとした。 16 しかし，地が女を助けた。地は口を開けて，竜の口から吐き出された川をのみ込んだのである。 17 それで竜は女に対して激怒し，彼女の子孫*のうちの残っている人たち，すなわち，神のおきてを守り，イエスについて証言する務めを与えられている人たちと戦うために去っていった。

または，「治める」。
意味，「誰が神のようだろうか」。
もしかすると，「竜は敗れ」。
直訳，「愛し」。
直訳，「種」。


^ （イザ 43:10） エホバはこう宣言する。 「あなたたちは私の証人である。 私に仕える者であり，私が選んだのである。 あなたたちが私を知り，私に信仰を持ち*， 私が変わらないことを理解するために。 私の前に存在するようになった*神はおらず， 私の後にもいない。

または，「私を信頼し」。
直訳，「形作られた」。


^ （イザ 43:10） エホバはこう宣言する。 「あなたたちは私の証人である。 私に仕える者であり，私が選んだのである。 あなたたちが私を知り，私に信仰を持ち*， 私が変わらないことを理解するために。 私の前に存在するようになった*神はおらず， 私の後にもいない。

または，「私を信頼し」。
直訳，「形作られた」。


^ （イザ 43:12） エホバはこう宣言する。 「あなたたちの中にほかの神がいなかった時に， 私こそが，救うと告げ，実際に救い，そのことを知らせた。 それで，あなたたちは私の証人であり，私は神である。



^ （イザ 43:12） エホバはこう宣言する。 「あなたたちの中にほかの神がいなかった時に， 私こそが，救うと告げ，実際に救い，そのことを知らせた。 それで，あなたたちは私の証人であり，私は神である。



^ （イザ 62:10） 通れ，門を通れ。 民のために道を整えよ。 造れ，街道を造れ。 石を取り除け。 人々のために旗印*を掲げよ。

または，「合図のさお」。








研究記事 40




111番の歌 喜びはあふれる



エホバは「あふれる喜び」



「私は……行きます。神のもとへ，あふれる喜びのもとへ」。詩編 43:4




ポイント

どんなことのせいでネガティブな気持ちになるか，どうすればまた明るい気持ちになれるか考えます。




1-2. （ア）多くの人はどんな気持ちになっていますか。（イ）この記事ではどんなことを考えますか。


あなたの答え



世界中のみんなが幸せを追い求めています。でも，本当の幸せをつかめないでいます。むしろ，むなしさ，やるせなさ，悲しみにのみ込まれそうになっています。エホバに仕えている人たちも例外ではありません。今は「終わりの時代」なので，誰もが「困難」にぶつかったり，気持ちが落ち込んだりすることがあります。（テモ二 3:1）

2 この記事では次のことを考えます。どんなことのせいでネガティブな気持ちになることがあるでしょうか。どうすればまた明るい気持ちになれるでしょうか。でも，そもそも本当の喜びや幸福感はどこから来るのでしょうか。

本当の喜びや幸福感はどこから来るか

 3. エホバの作品から，エホバのどんな気持ちが伝わってきますか。（写真も参照。）


あなたの答え



3 エホバはいつも幸福な方で，私たちにも幸せでいてほしいと思っています。エホバの作品からそのことが伝わってきます。美しい地球，数え切れないほどの色彩，かわいいしぐさの動物，たくさんのおいしい食べ物。エホバがそういうものを造ったのは，私たちを愛し，生きるのを楽しんでほしいと願っているからです。



[image: いろんな動物たちが遊んでいる様子。1. 子ゾウが水の中ではしゃいでいる。2. ペンギンの赤ちゃんが雪の上をよちよち歩きしている。3. 子ヤギたちが野原で跳ね回っている。4. イルカが水面から勢いよく飛び出している。]
Baby elephant: Image © Romi Gamit/Shutterstock; penguin chicks: Vladimir Seliverstov/500px via Getty Images;baby goats: Rita Kochmarjova/stock.adobe.com; two dolphins: georgeclerk/E+ via Getty Images


動物のかわいいしぐさから，エホバが明るくて楽しい方だと分かる。（3節を参照。）







 4. （ア）世界に悪いことがあふれていても，エホバが幸福でいられるのはどうしてですか。（イ）エホバは私たちをどんなふうに助けてくれますか。（詩編 16:11）


あなたの答え



4 エホバは「幸福な神」であるとはいえ，世界に痛みや苦しみがあふれていることをよく分かっています。（テモ一 1:11）でも世界がそういう状態だからといって，後ろ向きな気持ちになったりはしません。エホバはそういう状態があくまで一時的なものだと知っています。悪いことを終わらせる時を決めていて，その時を辛抱強く待っています。そして，私たちがどんな苦しい目に遭っているかをよく分かっていて，ぜひ助けたいと思っています。どんなふうに助けてくれますか。前向きで幸せな気持ちでいられるようにしてくれます。（詩編 16:11を読む。）イエスもエホバのおかげで大きな幸せを味わっています。

5-6. イエスがいつも幸せなのはどうしてですか。


あなたの答え



5 エホバによって造られたものの中で，イエスほど幸福な方はいません。どうしてでしょうか。2つの理由があります。（1）イエスは「目に見えない神に似た者で」，エホバに性格がそっくりです。（コロ 1:15。テモ一 6:15）（2）イエスは本当の幸せをくれるエホバと誰よりも長く過ごしてきました。

6 イエスはエホバが望むことを行うことで，いつも幸せを味わっています。（格 8:30，31。ヨハ 8:29）それでエホバから愛され，エホバに喜ばれました。（マタ 3:17）

 7. どうしたら本当の幸せを味わえますか。


あなたの答え



7 私たちもエホバと親しくなるなら本当の幸せを味わえます。エホバについて学んでエホバと一緒に時間を過ごせば過ごすほど，そしてエホバに倣えば倣うほど，幸せが大きくなっていきます。また，エホバの望むことを行ってエホバから喜ばれていることを実感すると，幸せを味わえます。* （詩 33:12）でも，時々気分が沈んだり，暗い気持ちがずっと続いたりするかもしれません。そういう気持ちになるということは，エホバから喜ばれていないということなのでしょうか。そんなことはありません。私たちは完全ではないので，時々つらくなったり，悲しくなったり，憂鬱になったりします。エホバはそのことをよく分かってくれています。（詩 103:14）では，どんなことのせいでネガティブな気持ちになるのでしょうか。どうしたらまた明るい気持ちになれるでしょうか。

エホバのおかげで幸せを味わえる


祈って聖なる力をもらう。喜びは聖なる力が生み出すものです。（ガラ 5:22）エホバから聖なる力をもらえば，逆境の中でも「あらゆることを忍耐し，辛抱しつつ喜べます」。（コロ 1:11）

エホバを崇拝することに打ち込む。聖書と聖書に基づく資料を学ぶことを習慣にしましょう。「大きな喜びとなる良い知らせ」をいろんな機会に伝えましょう。（ルカ 2:10）エホバへの崇拝を大切にする人たちは，本当に幸せでいられます。（詩 65:4）

いつもエホバの言う通りにする。エホバの言葉に従うことは私たちのためになります。自由が奪われるどころか，幸せになれます。（ルカ 11:28）





どんなときも明るい気持ちでいるために

 8. つらい出来事があると，どんな気持ちになりますか。


あなたの答え



8 マイナス要素その1: つらい出来事。迫害，自然災害，貧しさ，病気，加齢のためにつらい思いをしていますか。自分ではどうすることもできないそういう問題にぶつかると，気持ちがふさいでしまいます。聖書にも「心に痛みがあると気持ちが沈む」とあります。（格 15:13）長老のバビス兄弟は，4年のうちに自分のお兄さんと両親を立て続けに亡くしました。こう言っています。「孤独感や絶望感に打ちのめされました。毎日やることに追われていたせいで，家族とじっくり時間が過ごせないことにもどかしさを感じていました」。確かに，つらい出来事に遭うと身も心もすり減ってしまいます。

 9. どうしたらまた明るい気持ちになれますか。（エレミヤ 29:4-7，10）


あなたの答え



9 どうしたらまた明るい気持ちになれるか。現実を受け入れ，感謝の気持ちを持つことが役立ちます。今の世の中には，自分の願いが全てかなわないと幸せにはなれない，という考えが広まっています。でも，本当はそうではありません。エホバは昔，バビロンで捕囚にされていたユダヤ人たちに，外国の地で暮らさなければいけないという現実を受け入れ，そういう中でもできることにベストを尽くして取り組むようにと言いました。（エレミヤ 29:4-7，10を読む。）何が学べますか。現状を受け入れ，物事の良い面に目を向けて感謝する，ということです。たとえ理想的な状況ではなくても，エホバが必ずそばにいて助けてくれます。（詩 63:7; 146:5）エフィ姉妹は事故に遭って体がまひしてしまいました。こう言っています。「エホバ，家族，会衆の仲間にすごく支えられました。ここまでしてもらったんだから，諦めることなんてとてもできないと思いました。くよくよせず前向きに生きていくことで，エホバと仲間に恩返ししたいです」。

10. 問題にぶつかっても前向きでいられるのはどうしてですか。


あなたの答え



10 今の生活は理想と懸け離れているかもしれません。自分や家族に大変なことが降り掛かることもあります。それでも前を向いていられます。* （詩 126:5）本当の喜びは状況に左右されません。開拓者のマリア姉妹はこう言います。「難しい状況でも前向きでいるというのは，自分の気持ちをごまかすということではありません。エホバが約束してくれている事を忘れないということです。お父さんエホバは私たちが幸せでいられるように助けてくれます」。どんなにつらい状況もずっと続くわけではないことを忘れないでください。砂浜に残された足跡のように，やがてすっかり消えてなくなります。

11. パウロについて考えると力をもらえます。どうしてですか。


あなたの答え



11 エホバに嫌われているから問題にぶつかるんだ，と思うことがありますか。そういう時は，苦しい目に遭ってもエホバに仕え続けた人たちのことを思い出してください。例えば使徒パウロがいます。パウロは「異国の人々に，また王たちやイスラエルの民に」良い知らせを伝えるため，イエスから直接選ばれました。（使徒 9:15）とても栄誉ある仕事です。でも，パウロの人生は災難続きでした。（コリ二 11:23-27）次々に大変な事態にぶつかったのはエホバに嫌われていたからでしょうか。そんなことはありません。パウロが頑張れたのは，神から良いと認められ，支えられていたからです。（ロマ 5:3-5）では，あなたはどうでしょうか。あなたも大変な中でもエホバに仕え続けています。そうできているのは，間違いなくエホバから良いと認められているからです。

12. 理想と現実のギャップがあるとどんな気持ちになりますか。


あなたの答え



12 マイナス要素その2: 理想と現実のギャップ。（格 13:12）私たちはエホバを愛し感謝しているので，エホバのためにベストを尽くしたいと思います。でも，自分の状況では達成できないような高い目標を持つと，落ち込んでしまうことがあります。（格 17:22）開拓者のホリー姉妹はこう言っています。「SKEに行ったり，海外で奉仕したり，ラマポの建設プロジェクトに参加したりしたいと思っていました。でも事情が変わって，どれも無理になってしまいました。すごく落ち込みました。やりたいことがあるのにできないと，本当にイライラします」。そういうもどかしさを感じている人は少なくありません。

13. 今できることが限られているとしても，どんなことはできますか。


あなたの答え



13 どうしたらまた明るい気持ちになれるか。エホバは私たちに無理なことを求めたりはしません。どんな奉仕をどれだけしているかということで，私たちの価値を測ったりもしません。できることにこつこつ取り組んでほしいと思っています。（ミカ 6:8。コリ一 4:2）エホバにとって大事なのは，私たちがどんな奉仕をしているかということよりも，どんな人間かということです。そうであれば，自分で勝手にハードルを上げる必要はないのではないでしょうか。* 今の状況ではエホバへの奉仕でできることが限られているとしても，できることに打ち込んでください。例えば，若い人の成長を助けたり，年配の兄弟姉妹を力づけたりできますか。誰かを元気づけるために会いにいったり，電話をかけたり，メッセージを送ったりできますか。そうやって，今のあなただからこそできることに取り組んでいれば，エホバは必ず幸せな気持ちを味わわせてくれます。それに新しい世界では，期待をはるかに超える素晴らしい奉仕ができるはずです。先ほど出てきたホリー姉妹はこう言っています。「この先時間はいくらでもある，と自分に言い聞かせるようにしています。新しい世界ではエホバに助けてもらいながら，エホバのためにやりたいことがいろいろできるんです」。

14. どんなことのせいでネガティブな気持ちになることがありますか。


あなたの答え



14 マイナス要素その3: 遊び中心の生き方。SNSでは，自分の好きなことを好きなだけすれば幸せになり，満足できる，という考え方が広まっています。趣味や買い物や旅行を楽しみに生きている人もいます。そんなふうに遊ぶのは別に悪いことではありません。エホバは私たちをいろいろな良いものを楽しめるように造ってくれました。でも，楽しむためにしていることが裏目に出て，ネガティブな気持ちになることもあります。エバという開拓者の姉妹はこう言います。「とにかく楽しもうとして生きていると，結局いつまでたっても楽しめません」。自分のやりたいことを追求しても満足できず，むなしくなります。

15. ソロモン王からどんなことを学べますか。


あなたの答え



15 遊び中心の生き方の残念な結果について，ソロモン王から学べます。ソロモンはおいしいものを食べ，素敵な音楽を聞き，お金で買えるありとあらゆる良い物を手に入れました。そうやって幸せになろうとしましたが，むなしさだけが残りました。こう言っています。「見ても目は満足せず，聞いても耳は満たされない」。（伝 1:8; 2:1-11）「こうすれば幸せになれる」という世の中の考えは偽札のようなものです。それを使っても，本当の幸せは手に入りません。

16. ちょっとした親切をすれば明るい気持ちになれるのはどうしてですか。（写真も参照。）


あなたの答え



16 どうしたらまた明るい気持ちになれるか。イエスは「受けるより与える方が幸福である」と教えました。（使徒 20:35）長老のアレコス兄弟はこう言っています。「ちょっとした親切をするようにしています。人のために何かをすればするほど，自分のことに目が行かなくなって，幸せになれます」。では，あなたにはどんなことができますか。誰かがつらそうにしているなら，ちょっと声を掛けてみるのはどうですか。悩みを解決してあげられなくても大丈夫です。その人の身になって話を聞いてあげれば，相手は本当にほっとすることでしょう。そしてよく聞いた上で，エホバに重荷を委ねるように勧めてください。（詩 55:22; 68:19）その人が，自分はエホバに見捨てられていないと感じられるようにしてあげましょう。（詩 37:28。イザ 59:1）ほかにもできることがあります。食事を作ってあげたり散歩に誘ったりできます。一緒に伝道すれば，その人はきっと爽やかな気持ちになるでしょう。こんなふうにちょっとした親切をすれば，みんなを元気づけたいと思っているエホバに協力できます。自分より周りの人のことを考えるようにすると，幸せでいっぱいになれます。（格 11:25）



[image: 1. 1人でカフェにいる姉妹がスマホの画面をスクロールしている。そばには買い物した紙袋が幾つもある。2. 同じ姉妹が年配の姉妹の家を訪ね，うれしそうに花のブーケをプレゼントしている。]

自分のしたいことばかり考えるのではなく，人のために何ができるかを考える。（16節を参照。）*







17. どうすれば幸せになれますか。（詩編 43:4）


あなたの答え



17 私たちは，お父さんエホバと親しくなればなるほど幸せになれます。聖書によれば，エホバのおかげで私たちは「あふれる喜び」を味わえます。（詩編 43:4を読む。）どんなに大変な目に遭うとしても，安心していられます。本当の喜びを与えてくれるエホバに，これからも目を向け続けましょう。（詩 144:15）



何を学びましたか


	   エホバとイエスが幸せなのはどうしてですか。


あなたの答え
 




	   どんなことのせいでネガティブな気持ちになることがありますか。


あなたの答え
 




	   どうすればまた明るい気持ちになれますか。


あなたの答え
 











155番の歌 喜びは永遠に



^  「エホバのおかげで幸せを味わえる」の囲みを参照。


^  一例として，jw.orgの「2023 統治体からの話（5）」のデニス･クリステンセンとイリーナ･クリステンセンのインタビュー動画を参照。


^  詳しくは，「ものみの塔」2008年7月15日号「道理にかなった見方を培い，喜びを保つ」という記事を参照。




^  写真や挿絵: 姉妹が，自分の欲しい物ばかり買った時よりも，年配の姉妹を元気づけるために花をプレゼントした時の方が幸せそうな様子でいる。






^ （詩 43:4） そして，私は神の祭壇の所に行きます。 神のもとへ，あふれる喜びのもとへ。 神，私の神。たて琴を弾いてあなたを賛美します。



^  （テモ二 3:1） このことを知っておきなさい。終わりの時代は困難で危機的な時になります。



^ （詩 16:11） あなたは命の道を私に知らせてくださる。 あなたの前にはあふれる喜びがある。 あなたの右には永遠の幸せがある。



^  （テモ一 1:11） その教えは幸福な神の素晴らしい良い知らせと一致しており，私はその良い知らせを託されました。



^  （詩 16:11） あなたは命の道を私に知らせてくださる。 あなたの前にはあふれる喜びがある。 あなたの右には永遠の幸せがある。



^  （コロ 1:15） 神の子は，目に見えない神に似た者であり，全創造物の中の初子です。



^  （テモ一 6:15） 幸福な唯一の統治者は，定められた時に現れます。その方は王として支配する者たちの王，主として支配する者たちの主であり，



^  （格 8:30， 31） その時，私は優れた働き手として神のそばにいた。 私は毎日，神が深い愛情を抱く存在で， いつも神の前で喜んだ。 31 人が住むための地球を見て喜び， 人間に深い愛情を抱いた。



^  （ヨハ 8:29） そして，私を遣わした方は共にいてくださり，私を独りだけにはしませんでした。私は常に，その方が喜ぶことを行うからです」。



^  （マタ 3:17） さらに天から声がした。「これは私の愛する子，私はこの子のことを喜んでいる」。



^  （詩 33:12） エホバを神とする国民は幸せだ。 神が所有物として選んだ民は。



^  （詩 103:14） 神は私たちの造りをよく知っている。 私たちが土でできているにすぎないことを覚えている。



^ （ガラ 5:22） 一方，聖なる力が生み出すものは，愛，喜び，平和，辛抱強さ，親切，善良，信仰，



^ （コロ 1:11） そして，神の偉大な力によって十分に強くなり，あらゆることを忍耐し，辛抱しつつ喜べますように。



^ （ルカ 2:10） しかし天使は言った。「恐れることはありません。聞きなさい。私は民の全てにとって大きな喜びとなる良い知らせを告げます。



^ （詩 65:4） 幸せです，あなたに選ばれて近くに招かれ， あなたの庭に住む人は。 私たちはあなたの家の良いものに満足します。 あなたの聖なる神殿*で。

または，「聖なる所」。


^ （ルカ 11:28） しかしイエスは言った。「いいえ，神の言葉を聞いて守っている人たちこそ幸福です！」



^  （格 15:13） 心に喜びがあると表情が明るくなり， 心に痛みがあると気持ちが沈む。



^ （エレ 29:4-7） 「イスラエルの神，大軍を率いるエホバは，人々が捕囚にされてエルサレムからバビロンに連れていかれるようにした。その人たち皆にこう言う。 5 『家を建てて住みなさい。果樹園を造って実を食べなさい。 6 妻を迎えて息子や娘をもうけなさい。息子たちのために妻を迎え，娘たちを嫁がせ，彼らも息子や娘をもうけられるようにしなさい。そこで増えるように。減ってはならない。 7 私があなたたちを捕囚の身にした都市の平和を求め，その都市のためにエホバに祈りなさい。都市が平和ならあなたたちも平和だからである。



^ （エレ 29:10） 「エホバはこう言う。『バビロンで70年が満了したら，私はあなたたちに注意を向ける。私の約束を果たし，あなたたちをこの場所に連れ戻す』。



^  （エレ 29:4-7） 「イスラエルの神，大軍を率いるエホバは，人々が捕囚にされてエルサレムからバビロンに連れていかれるようにした。その人たち皆にこう言う。 5 『家を建てて住みなさい。果樹園を造って実を食べなさい。 6 妻を迎えて息子や娘をもうけなさい。息子たちのために妻を迎え，娘たちを嫁がせ，彼らも息子や娘をもうけられるようにしなさい。そこで増えるように。減ってはならない。 7 私があなたたちを捕囚の身にした都市の平和を求め，その都市のためにエホバに祈りなさい。都市が平和ならあなたたちも平和だからである。



^  （エレ 29:10） 「エホバはこう言う。『バビロンで70年が満了したら，私はあなたたちに注意を向ける。私の約束を果たし，あなたたちをこの場所に連れ戻す』。



^  （詩 63:7） あなたは私を助ける方。 私はあなたの翼の陰で歓声を上げる。



^  （詩 146:5） ヤコブの神に助けを求める人は幸せだ。 その人の希望の源は神エホバにある。



^  （詩 126:5） 涙を流しながら種をまく人は， 歓声を上げて収穫する。



^  （使徒 9:15） しかし主は言った。「行きなさい。この人は私が選んだ器*であり，異国の人々に，また王たちやイスラエルの民に私の名を知らせるからです。

または，「道具」。


^  （コリ二 11:23-27） 彼らはキリストの奉仕者ですか。私は狂人のように言いますが，私の方がはるかに優れた奉仕者です。私の方がたくさん働き，多く拘禁されました。数え切れないほど殴打され，何度も死にかけました。 24 ユダヤ人たちからむちで39回打たれたことが5度， 25 棒で打ちたたかれたことが3度，石を投げ付けられたことが1度，難船したことが3度あり，一昼夜海上を漂ったこともあります。 26 何度も旅をし，川での危険，強盗の危険，同胞からの危険，異国の人々からの危険，町での危険，荒野での危険，海での危険，偽兄弟からの危険に遭い， 27 苦労して働き，眠れない夜を何度も過ごし，飢えと渇きを覚え，食べ物が何もないことがよくあり，寒さに震え，着る物がないこともありました。



^  （ロマ 5:3-5） それだけでなく，苦難に遭っても喜びましょう。私たちが知っている通り，苦難によって忍耐力が身に付くからです。 4 そして，忍耐すると神から良いと認められ，神から良いと認められると希望を持てます。 5 その希望が失望に至ることはありません。私たちに与えられた聖なる力によって，神の愛が心の中に注がれているからです。



^  （格 13:12） 期待がなかなか実現しないと落ち込むが， かなえられた望みは命の木である。



^  （格 17:22） 喜びにあふれた心は良い薬になり*， 打ちのめされた心は体を弱らせる*。

または，「人を癒やし」。
または，「骨を枯らす」。


^  （ミカ 6:8） 神はあなたに，何が善いことかを伝えた。 エホバがあなたに求めていることは何か。 ただ公正を守り*，揺るぎない愛を抱き*， 慎みを持って神と共に歩むことである。

または，「公平であり」。
または，「愛して親切に尽くし」。


^  （コリ一 4:2） この点で，管理人に期待されているのは忠実であることです。



^  （伝 1:8） 全ては疲れることばかりだ。 誰も語り尽くすことはできない。 見ても目は満足せず， 聞いても耳は満たされない。



^  （伝 2:1-11） 私は心の中で言った。「さあ，楽しみとやらを経験してみよう。どんなに楽しいものなのか」。しかし，それもむなしいことだった。  2 私は笑いについて「狂っている！」， 楽しみについて「何の役に立つのか」と言った。 3 知恵を保ちながらもぶどう酒を存分に飲み，それが楽しいかどうかを試してみた。また，愚かなこともして，人が地上での短い生涯で何を行うのが最善かを知ろうとした。 4 私は大きな仕事に取り掛かった。自分のために家を建て，ブドウ園を造った。 5 自分のために庭園や公園を造り，その中にあらゆる種類の果樹を植えた。 6 自分のために池を造った。そうして木の茂る木立*に水を引くのだった。 7 私は男女の召し使いを得た。私の家で生まれた召し使いもいた。また，これまでにエルサレムを治めた誰よりも多くの，牛や羊といった家畜を得た。 8 私は銀や金を自分のために蓄え，王たちや州が所有する宝をためた。自分のために歌手の男女と，人を大いに喜ばせる存在つまり女性，それも大勢の女性*を集めた。 9 こうして私は偉大な者となり，これまでにエルサレムにいた誰よりも優れた者となった。そして知恵はずっと私のものだった。 10 私は自分の願いを何でも満たそうとした。どんな楽しみも心の赴くままに求めた。一生懸命に働き，心には喜びが生まれた。この喜びこそ私が一生懸命に働いて得た報酬だ。 11 私は，自分の手で行った全てのこと，苦労して成し遂げたことを振り返ってみた。すると，全てはむなしく，風を追うようなもので，この地上に本当に価値のあるものは何もなかった。

または，「森林」。
または，「つまり貴婦人，貴婦人たち」。


^  （使徒 20:35） 私は，このように真面目に働いて，弱い人たちを援助しなければならないこと，また，主イエス自身が述べた『受けるより与える方が幸福である』という言葉を覚えておかなければならないことを，あらゆる点で皆さんに示しました」。



^  （詩 55:22） 重荷をエホバに委ねよ。 そうすれば支えてくださる。 神は正しい人が倒れる*ことを決して許さない。

または，「よろける」。


^  （詩 68:19） 毎日私たちの荷を負ってくださるエホバが賛美されますように。 私たちを救う真の神が。（セラ）



^  （詩 37:28） エホバは公正を愛する方。 ご自分に尽くす*人を見捨てることはない。 その人たちはいつも守られる。 しかし，悪人の子孫は取り除かれる。

または，「を揺るぎなく支持する」，「から離れない」。


^  （イザ 59:1） エホバの腕が短過ぎて救えないということはない。 その方の耳が遠くて聞こえないということもない。



^  （格 11:25） 惜しみなく与える人は報われ*， 他の人を爽やかにする*人は自分も爽やかにされる。

直訳，「太らされ」。
直訳，「に惜しみなく水を与える」。


^ （詩 43:4） そして，私は神の祭壇の所に行きます。 神のもとへ，あふれる喜びのもとへ。 神，私の神。たて琴を弾いてあなたを賛美します。



^  （詩 43:4） そして，私は神の祭壇の所に行きます。 神のもとへ，あふれる喜びのもとへ。 神，私の神。たて琴を弾いてあなたを賛美します。



^  （詩 144:15） このようになる民は幸せです！ エホバを神とする民は幸せです！









研究記事 41




108番の歌 神の揺るぎない愛



神の愛はどんなときも変わらない



「エホバに感謝せよ。神は善い方。神の揺るぎない愛は永遠に続く」。詩編 136:1




ポイント

エホバの愛について聖書に書かれていることを考えると，試練の中でも頑張っていく力が湧いてきます。




1-2. 試練が降り掛かると，どんな気持ちになるかもしれませんか。


あなたの答え



荒れ狂う嵐に船がもまれています。船はまるで木の葉のように上下に揺さぶられています。でも，いかりを下ろしてしっかり船をつなぎ留めていれば，嵐の中でも流されずに済みます。

2 試練が降り掛かると，自分はまるで嵐にもまれる船のようだと感じるかもしれません。揺れ動く感情に翻弄されてしまいます。ある日にはエホバから愛され支えられていると感じたのに，次の日には「エホバは本当に自分の状況を分かっているんだろうか」と感じます。（詩 10:1; 13:1）友達が優しい言葉で慰めてくれると，しばらくは気持ちが落ち着きます。（格 17:17; 25:11）でも，また不安な気持ちが湧いてきて，エホバに見捨てられているんじゃないかと感じます。ではそんな時，どうすれば心にいかりを下ろせるでしょうか。つまり，エホバに愛され支えられていることを，信じ続けられるでしょうか。

 3. （ア）「揺るぎない愛」とは何ですか。（詩編 31:7; 136:1）（イ）エホバほど揺るぎない愛にあふれている方はいない，といえるのはどうしてですか。（挿絵も参照。）


あなたの答え



3 試練の時に心にいかりを下ろすには，エホバの揺るぎない愛についてよく考えることが大切です。（詩編 31:7; 136:1を読む。）「揺るぎない愛」とは，何があっても変わらない深い愛情のことです。エホバほど，揺るぎない愛にあふれている方はいません。聖書にはエホバが「揺るぎない愛に満ち」ているとあります。（出 34:6，7）また，エホバに「呼び掛ける人全てに，揺るぎない愛を豊かに示してくださ[る]」ともあります。（詩 86:5）それがどういうことなのか考えてみてください。エホバは私たちを絶対に見捨てたりはしません。何があっても変わらずに支え続けてくれます。そのことを忘れないでいれば，嵐のような試練に遭っても，心にいかりを下ろし，安定していられます。（詩 23:4）



[image: 嵐の中でも船が流されないようにするため，いかりが下ろされている。]

いかりを下ろしていれば，嵐の中でも船は流されない。エホバから愛されていることを確信していれば，試練の時も安定していられる。（3節を参照。）







エホバが愛してくれていることは聖書の基本的な教え

 4. 聖書の基本的な教えにはどんなものがありますか。そういう教えを信じて疑わなくなったのはどうしてですか。


あなたの答え



4 心にいかりを下ろすために，ほかにもできることがあります。エホバが愛してくれていることを聖書の基本的な教えと捉えることです。「聖書の基本的な教え」と聞くと，どんなものが思い浮かびますか。例えば，神の名前はエホバ，イエスは神の独り子，亡くなった人には意識がない，人間は将来パラダイスになった地球で永遠に生きられる，といった教えかもしれません。（詩 83:18。伝 9:5。ヨハ 3:16。啓 21:3，4）いったんそういう教えを受け入れたら，もう信じて疑わなかったのではないでしょうか。信じるだけの確かな根拠があったからです。エホバから愛されているということを，聖書の基本的な教えと捉えるなら，苦しい目に遭っている自分をエホバは気に掛けていないという考えを振り払うことができます。どういうことでしょうか。

 5. どうすれば間違った教えを捨てることができますか。


あなたの答え



5 聖書を学んで，以前信じていた間違った教えを捨てることができたのはどうしてでしょうか。自分の宗教の教えと聖書の教えを比較したことが役立ったはずです。例えば，イエスが全能の神だと信じていたなら，「これは本当に正しい教えだろうか」と考えたかもしれません。聖書を調べ，その教えは間違っていることが分かりました。それでその教えを捨て，イエスは「全創造物の中の初子」で「神の独り子」だという聖書の教えを信じるようになりました。（コロ 1:15。ヨハ 3:18）もちろん，間違った教えは「要塞のように強固」なことがあるので，打ち砕くのは簡単ではありません。（コリ二 10:4，5）でも，一度捨てた教えをまた信じるということはなかったはずです。（フィリ 3:13）

 6. エホバの「揺るぎない愛は永遠に続く」と信じられるのはどうしてですか。


あなたの答え



6 エホバから愛されているか不安になる時も，同じようなステップを踏めます。まず立ち止まって，「本当にエホバから愛されていないんだろうか」と考えます。そして，自分の気持ちとこの記事の主題の聖句，詩編 136編1節を比較してみます。エホバが自分の愛を「揺るぎない」と言っているのはどうしてでしょうか。「神の揺るぎない愛は永遠に続く」という表現が詩編 136編で26回も繰り返されているのはどうしてでしょうか。ここまで考えてきた通り，何があってもエホバが愛し続けてくれるというのは，聖書の基本的な教えです。聖書を学んで信じるようになったほかの教理と同じです。自分はエホバから大事にされていないとか，愛されていないという考えは，事実ではありません。間違った教えをきっぱり捨てたのと同じように，そういう考えも振り払ってください。

 7. エホバの温かい愛が伝わってくる聖書のどんな言葉がありますか。


あなたの答え



7 聖書には，エホバの温かい愛が伝わってくる言葉がたくさんあります。例えば，イエスは弟子たちに「あなたたちはたくさんのスズメより価値があるのです」と言いました。（マタ 10:31）また，エホバ自らこう言っています。「私はあなたを強くし，必ず助ける。私の正義の右手であなたをしっかりと支える」。（イザ 41:10）イエスの言葉にもエホバの言葉にも，あいまいなところは少しもありません。「あなたたちはたぶん価値がある」とか「私はあなたを助けるかもしれない」とは言っていません。「価値がある」，「必ず助ける」と言い切っています。エホバから愛されているのか不安になる時は，こういう聖句を思い出してください。そうすれば心がほっとします。でもそれだけでなく，エホバに愛されていることが頭でもよく分かるようになっていきます。信じるだけの確かな根拠があるからです。祈りながらこういう聖句についてじっくり考えると，ヨハネ第一 4章16節の言葉に共感できるようになります。「神が私たちを愛してくださっていることを，私たちは知るようになり，信じました」。*

 8. エホバの愛を疑ってしまう時はどうしたらいいですか。


あなたの答え



8 それでもエホバの愛を疑ってしまう時は，どうしたらいいでしょうか。心で感じていることと頭で分かっていることを比較して，どちらが信頼できるか考えてみてください。感情は事実ほどには当てになりません。エホバの愛について聖書に書かれていることは確かな事実です。もしエホバに愛されていないと考えるなら，「神は愛」であるという聖書の教えを否定することになってしまいます。（ヨハ一 4:8）

エホバが私たちに「愛情を抱いている」ことをよく考える

9-10. イエスはどんなことを教えている時に「父はあなたたちに愛情を抱いている」と言いましたか。（ヨハネ 16:26，27）（写真も参照。）


あなたの答え



9 イエスが弟子たちに語った言葉からも，エホバの愛について学べます。こう言いました。「父はあなたたちに愛情を抱いているのです」。（ヨハネ 16:26，27を読む。）イエスは，弟子たちをただ喜ばせようとしてそう言ったわけではありません。文脈を見ると，この時イエスは弟子たちの気持ちについて話していたというより，祈りについて教えていました。

10 イエスはこの直前に，弟子たちにイエスを通して祈るようにと教えました。でも，イエスに祈るようにとは教えませんでした。（ヨハ 16:23，24）それは，弟子たちにとって知っておかなければいけないことでした。どうしてでしょうか。イエスが復活した後，弟子たちはイエスに祈りたいという気持ちになるかもしれないからです。弟子たちはイエスとの友情を育んでいたので，自分たちを愛してくれているイエスに願いを伝えれば，その願いをイエスがエホバに伝えてくれると考えたかもしれません。でもイエスは弟子たちに，イエスではなくエホバに祈るべきだと言いました。どうしてでしょうか。「父はあなたたち[弟子たち]に愛情を抱いている」からです。これは祈りについての聖書の基本的な教えです。エホバは私たちをとても愛していて，祈りをぜひ聞きたいと思っているということです。私たちも聖書からイエスについて知り，イエスが大好きになりました。（ヨハ 14:21）でも1世紀の弟子たちと同じように，「父[が私たちに]愛情を抱いている」と知っているので，心からエホバに祈ります。エホバに祈るたびに，イエスのその言葉を信じていることを表せます。（ヨハ一 5:14）



[image: 兄弟が外のベンチに座って，気掛かりな3つのことについて真剣に祈っている。1. 病気で寝込んでいる妻に，兄弟が食事を持ってきたところ。2. 小さい娘に聖書について教えているところ。3. 兄弟が書類を見ながら家計のやりくりについて考えている。]

「父はあなたたちに愛情を抱いている」という言葉を信じて祈れる。（9-10節を参照。）*







疑ってしまうのはどうしてか

11. エホバから愛されていることを疑うならサタンが喜びます。どうしてですか。


あなたの答え



11 エホバの愛を疑ってしまうのはどうしてでしょうか。1つの原因は，サタンがそういう気持ちをあおっているからです。サタンは私たちを「むさぼり食おうとして」いて，自分はエホバから愛されていないと思わせようと仕向けています。（ペテ一 5:8）エホバは私たちを深く愛しているからこそ贖いを与えてくれたのに，サタンは私たちが贖いを受けるには値しないと思わせようとしています。（ヘブ 2:9）でも考えてみてください。私たちがエホバから愛されていることを疑うなら，それを喜ぶのは誰でしょうか。サタンです。つらい時，諦めてエホバに仕えるのをやめるなら，誰の思い通りになってしまいますか。やはりサタンです。これはとてもおかしな話です。本当にエホバから愛されていないのはサタンなのに，サタンは私たちがエホバから見捨てられ，愛されていないと思わせようとしています。それがサタンの「策略」です。（エフェ 6:11）そういうサタンの手口が分かると，「悪魔に立ち向かって」いこうという決意が強まります。（ヤコ 4:7）

12-13. 罪を受け継いでいることとエホバの愛を疑ってしまうことには，どんな関係がありますか。


あなたの答え



12 エホバの愛を疑ってしまう原因はほかにもあります。受け継いだ罪です。（詩 51:5。ロマ 5:12）罪のせいで，人間とエホバの関係は駄目になってしまいました。さらに思考や感情が大きなダメージを受け，健康も損なわれました。

13 罪を受け継いでいるせいで，罪悪感，心配，不安，恥ずかしさなどのネガティブな感情を味わうことがあります。そういう気持ちになるのは，悪いことをした時だけではありません。自分の至らなさをいつも痛感しているので，そういう感情が付きまといます。完全な状態とは懸け離れています。（ロマ 8:20，21）タイヤが1本パンクするだけで，車はしっかり走れなくなります。同じように，私たちも完全ではなくなったので，エホバが意図していた通りに生きていくことはできなくなってしまいました。それで，エホバから愛されているか疑ってしまうことがあります。そう感じてしまう時は，次の言葉を思い出してください。「エホバ，あなたは偉大で威厳に満ちる神です。あなたを愛してあなたのおきてを守る人たち[に]揺るぎない愛を示す方です」。（ネヘ 1:5）

14. 贖いについて考えると，エホバから愛されていないという考えを払いのけることができます。どうしてですか。（ローマ 5:8）（「『人を欺く罪の力』に気を付ける」の囲みも参照。）


あなたの答え



14 それでもやはり，エホバに愛される価値はないと感じてしまうかもしれません。ある意味で，私たちはエホバに愛される価値がありません。だからこそエホバの愛のすごさが際立ちます。エホバの愛は，一生懸命努力した結果として手に入れられるものではありません。エホバの方が私たちを愛して，罪を許すために贖いを与えてくれました。（ヨハ一 4:10）さらに，イエスが地球に来たのは罪人のためであって，完璧な人間のためではありません。（ローマ 5:8を読む。）なんでも完璧にできる人は一人もいませんし，エホバもそういうことは期待していません。確かに，エホバの愛を疑ってしまうのは罪を受け継いでいるせいです。罪の言いなりになって，ネガティブな考えに引きずられてしまわないようにしましょう。（ロマ 7:24，25）

「人を欺く罪の力」に気を付ける


聖書には「人を欺く罪の力」という表現が出てきます。（ヘブ 3:13）罪を受け継いでいるせいで，悪いことをしたくなることがあります。でもそれだけでなく，エホバから愛されていないという気持ちが付きまとうこともあります。それこそが「人を欺く罪の力」です。

自分に限ってだまされたりはしないと思うものです。例えば，詐欺の被害に遭うことなんてないと思っているかもしれません。でも，気を付けていないと痛い目に遭ってしまいます。

罪も私たちを欺いて，エホバに愛されていないと信じ込ませようとします。また，自分の欠点や失敗ばかりをくよくよ考えさせようとします。そういう「人を欺く罪の力」に気を付けましょう。





揺るぎない愛を貫く

15-16. エホバへの揺るぎない愛を貫く人は，どんなことを期待できますか。どうしてですか。（サムエル第二 22:26）


あなたの答え



15 エホバは私たちに，エホバに「しっかり付」いて離れないでほしいと思っています。（申 30:19，20）そうしていれば，エホバも揺るぎない愛を示し続けてくれます。（サムエル第二 22:26を読む。）私たちがエホバへの揺るぎない愛を捨てない限り，どんなに苦しい時も必ず支えてくれます。

16 この記事では，試練に遭っても心にいかりを下ろして安定していられるのはどうしてか考えてきました。エホバが私たちを愛し，いつも支えてくれるからです。それは聖書の基本的な教えです。エホバに愛されていないんじゃないかと不安になる時は，心で感じていることよりも，頭で分かっていることの方が信頼できるということを思い出してください。エホバの揺るぎない愛は永遠に続くという，聖書が教えている事実を信じて疑わないようにしましょう。



何を学びましたか


	   エホバから愛されていることを聖書の基本的な教えと捉えることは大切です。どうしてですか。


あなたの答え
 




	   罪を受け継いでいることとエホバの愛を疑ってしまうことには，どんな関係がありますか。


あなたの答え
 




	   エホバに愛されていないという考えを振り払うには，どうしたらいいですか。


あなたの答え
 











159番の歌 エホバをたたえる



^  申命記 31章8節，詩編 94編14節，イザヤ 49章15節も参照。




^  写真や挿絵: 病気の妻を支えられるように，賢くやりくりできるように，娘がエホバへの愛を育てていけるように，と兄弟が祈っている。






^ （詩 136:1） エホバに感謝せよ。神は善い方。 神の揺るぎない愛は永遠に続く。



^  （詩 10:1） エホバ，なぜ遠く離れて立っているのですか。 なぜ苦難の時に隠れているのですか。



^  （詩 13:1） エホバ，いつまで私を忘れているのですか。永遠にですか。 いつまで顔を隠すのですか。



^  （格 17:17） 真の友はどんな時にも愛を示す。 苦難の時に頼れる兄弟である。



^  （格 25:11） 適切な時に話される言葉は， 銀の器*の中の金のリンゴのようだ。

または，「彫り物」。


^ （詩 31:7） あなたの揺るぎない愛を大いに喜ぶ。 あなたは私の苦悩を見た。 私がひどく苦しんでいることを知っている。



^ （詩 136:1） エホバに感謝せよ。神は善い方。 神の揺るぎない愛は永遠に続く。



^  （詩 31:7） あなたの揺るぎない愛を大いに喜ぶ。 あなたは私の苦悩を見た。 私がひどく苦しんでいることを知っている。



^  （詩 136:1） エホバに感謝せよ。神は善い方。 神の揺るぎない愛は永遠に続く。



^  （出 34:6， 7） エホバはモーセの前を通り過ぎつつ，こう宣言した。「エホバ，エホバ，憐れみ深く，思いやり*がある神，すぐに怒らず，揺るぎない愛*に満ち，常に信頼できる*。 7 揺るぎない愛を幾千代までも示し，過ちと違反と罪を許す。しかし，罪がある人を処罰しないことは決してなく，父の過ちに対する処罰を子や孫やひ孫に及ぼす」。

または，「慈しみ」。
または，「愛ある親切」。
または，「真実を語る」。


^  （詩 86:5） エホバ，あなたは善い方で，快く許してくださいます。 あなたに呼び掛ける人全てに，揺るぎない愛を豊かに示してくださいます。



^  （詩 23:4） 深い陰が覆う谷を歩んでも， 何も悪いものを恐れない。 あなたが共にいてくださるから。 あなたの棒とつえによって安心できる*。

または，「慰められる」。


^  （詩 83:18） 人々があなたのことを知りますように。 エホバという名を持つあなただけが， 地球全体を治める至高者であるということを。



^  （伝 9:5） 生きている人は自分が死ぬことを知って*いる。しかし，死んだ人は何も知らない。何か*を得ることもない。思い出されず，忘れ去られる。

または，「意識して」。
または，「報酬」。


^  （ヨハ 3:16） 神は，自分の独り子を与えるほどに人類を愛したのです。そのようにして，独り子に信仰を抱く人が皆，滅ぼされないで永遠の命を受けられるようにしました。



^  （啓 21:3， 4） その時，王座から大きな声がした。「見なさい！ 神の天幕が人々と共にあり，神は人々と共に住み，人々は神の民となります。神が人々と共にいるようになるのです。 4 神は人々の目から全ての涙を拭い去ります。もはや死はなくなり，悲しみも嘆きも苦痛もなくなります。以前のものは過ぎ去ったのです」。



^  （コロ 1:15） 神の子は，目に見えない神に似た者であり，全創造物の中の初子です。



^  （ヨハ 3:18） 彼に信仰を抱く人は裁かれません。信仰を抱かない人はすでに裁かれています。その人は，神の独り子の名に信仰を抱いていないからです。



^  （コリ二 10:4， 5） 私たちの戦いのための武器は人間的なものではなく，神によって強力にされたものであり，要塞のように強固なものを打ち砕きます。 5 私たちは，神の知識に逆らって立つ一切の高い障壁や，さまざまな理論を打ち砕いています。また，一切の考えをいわば捕虜にし，キリストに従わせています。



^  （フィリ 3:13） 兄弟たち，私は賞を得たとは思っていませんが，1つのことは確かです。私は後ろのものを忘れ，前のものに向かって身を伸ばし，



^  （詩 136:1） エホバに感謝せよ。神は善い方。 神の揺るぎない愛は永遠に続く。



^  （詩 136:1-26） エホバに感謝せよ。神は善い方。 神の揺るぎない愛は永遠に続く。  2 神の中の神に感謝せよ。 神の揺るぎない愛は永遠に続く。  3 主の中の主に感謝せよ。 神の揺るぎない愛は永遠に続く。  4 ただひとり，偉大な奇跡を行う方。 神の揺るぎない愛は永遠に続く。  5 天を見事に造り上げた*。 神の揺るぎない愛は永遠に続く。  6 大地を水の上に広げた。 神の揺るぎない愛は永遠に続く。  7 荘厳な光を造った。 神の揺るぎない愛は永遠に続く。  8 昼を支配する太陽を。 神の揺るぎない愛は永遠に続く。  9 夜を支配する月と星を。 神の揺るぎない愛は永遠に続く。 10 神はエジプトの初子を滅ぼした。 神の揺るぎない愛は永遠に続く。 11 イスラエルをエジプトから連れ出した。 神の揺るぎない愛は永遠に続く。 12 腕を伸ばして，力強い手で。 神の揺るぎない愛は永遠に続く。 13 紅海を2つに分けた。 神の揺るぎない愛は永遠に続く。 14 イスラエルにその中を通らせた。 神の揺るぎない愛は永遠に続く。 15 ファラオと軍隊を紅海に振り落とした。 神の揺るぎない愛は永遠に続く。 16 ご自分の民を荒野で導いた。 神の揺るぎない愛は永遠に続く。 17 偉大な王たちを滅ぼした。 神の揺るぎない愛は永遠に続く。 18 力強い王たちを殺した。 神の揺るぎない愛は永遠に続く。 19 アモリ人の王シホンを。 神の揺るぎない愛は永遠に続く。 20 バシャンの王オグを。 神の揺るぎない愛は永遠に続く。 21 彼らの土地を所有地として与えた。 神の揺るぎない愛は永遠に続く。 22 ご自分に仕えるイスラエルの所有地として。 神の揺るぎない愛は永遠に続く。 23 辱められていた私たちを思い出してくださった。 神の揺るぎない愛は永遠に続く。 24 私たちを敵対者から助け出してくださった。 神の揺るぎない愛は永遠に続く。 25 生きているもの全てに食物を与える。 神の揺るぎない愛は永遠に続く。 26 天の神に感謝せよ。 神の揺るぎない愛は永遠に続く。

または，「理解力を駆使して天を造った」。


^  （マタ 10:31） ですから，恐れることはありません。あなたたちはたくさんのスズメより価値があるのです。



^  （イザ 41:10） 恐れてはいけない。私があなたと共にいる。 心配してはいけない。私があなたの神である。 私はあなたを強くし，必ず助ける。 私の正義の右手であなたをしっかりと支える*』。

または，「つかんで離さない」。


^  （ヨハ一 4:16） 神が私たちを愛してくださっていることを，私たちは知るようになり，信じました。 神は愛であり，愛を表し続ける人は神とずっと結び付いており，神はその人とずっと結び付いています。



^  （ヨハ一 4:8） 愛さない人は，神をよく知りません。神は愛だからです。



^ （ヨハ 16:26， 27） その日，あなたたちは私の名によって父に願い求めます。私があなたたちのために願い求めるのではありません。 27 父はあなたたちに愛情を抱いているのです。あなたたちは，私に愛情を抱き，私が神の代理として来たことを信じているからです。



^  （ヨハ 16:26， 27） その日，あなたたちは私の名によって父に願い求めます。私があなたたちのために願い求めるのではありません。 27 父はあなたたちに愛情を抱いているのです。あなたたちは，私に愛情を抱き，私が神の代理として来たことを信じているからです。



^  （ヨハ 16:23， 24） その日，あなたたちは私に何も質問しません。はっきり言っておきますが，あなたたちが天の父に何か求めるなら，父は私の名によって与えてくださいます。 24 今まで，あなたたちは私の名によって何一つ求めたことがありません。求めなさい。そうすれば受け，喜びに満たされます。



^  （ヨハ 14:21） 私のおきてを受け入れてそれに従う人は私を愛しています。さらに，私を愛する人は父に愛されます。そして私はその人を愛して，自分のことをはっきり知らせます」。



^  （ヨハ一 5:14） 私たちは神について次の確信を持っています*。神は，私たちが神の意志に沿って願い求めることは何でも聞いてくださるのです。

または，「私たちは気後れせずに神に語り掛けることができます」。


^  （ペテ一 5:8） 頭がさえた状態*を保ち，油断なく見張ってください。敵である悪魔が，ほえるライオンのように歩き回って，誰かをむさぼり食おうとして*います。

または，「鋭敏な感覚」，「冷静さ」。
または，「むさぼり食おうと探して」。


^  （ヘブ 2:9） ただ私たちは，天使たちより少し劣る者とされたイエスが，苦しんで死んだゆえに栄光と栄誉の冠を与えられたのを見ています。神の惜しみない*親切により，イエスは全ての人のために死を味わったのです。

または，「過分の」。


^  （エフェ 6:11） 悪魔の策略にしっかり立ち向かえるように，神からの武具を全て身に着けましょう。



^  （ヤコ 4:7） ですから，神に従ってください。悪魔に立ち向かってください。そうすれば，悪魔は逃げ去ります。



^  （詩 51:5） 私は過ちのある者として生まれ， 母は罪のうちに私を身ごもりました*。

または，「母が私を身ごもった時から罪深い人間です」。


^  （ロマ 5:12） このような訳で，1人の人によって人類に罪が入り，罪によって死が入り，こうして，全ての人が罪人になったために，死が全ての人に広がったように―。



^  （ロマ 8:20， 21） 創造物はむなしい状態に置かれましたが，自分の意志でそうなったのではなく，神によってそのようにされ，同時に希望を与えられたからです。 21 創造物も腐敗への奴隷状態から自由にされ，神の子供の輝かしい自由を得るという希望です*。

または，「得るからです」。


^  （ネヘ 1:5） 私は言った。「天の神エホバ，あなたは偉大で威厳に満ちる神です。あなたを愛してあなたのおきてを守る人たちとの契約を守り，揺るぎない愛を示す方です。



^ （ロマ 5:8） しかしキリストは，私たちがまだ罪人だった間に，私たちのために死んでくださいました。そのことにより，神はご自分の愛を私たちに示してくださっています。



^  （ヨハ一 4:10） 私たちが神を愛したというより，神が私たちを愛し，私たちの罪を償う*犠牲としてご自分の子を遣わしてくださったのです。これこそが愛です。

または，「私たちを神と和解させる」。


^  （ロマ 5:8） しかしキリストは，私たちがまだ罪人だった間に，私たちのために死んでくださいました。そのことにより，神はご自分の愛を私たちに示してくださっています。



^  （ロマ 7:24， 25） 私は実に惨めな人間です！ こうして死につつある体から，誰が私を救ってくれるでしょうか。 25 私たちの主イエス･キリストを通して救ってくださる神に感謝します！ このように，私自身，考えにおいては神の律法の奴隷ですが，体*においては罪の律法の奴隷なのです。

直訳，「肉」。


^ （ヘブ 3:13） 「今日」と呼ばれる時期が続く限り，毎日励まし合い，人を欺く罪の力によって頑固になってしまうことがないようにしてください。



^ （サム二 22:26） あなたは，揺るぎない愛を示す人に，揺るぎない愛を示す。 誠実な人に誠実である*。

または，「非難されるところがない人には，非難されるところがない行いをする」。


^  （申 30:19， 20） 私は今日，天と地を証人にして，あなたの前に，命と死，祝福と災いを置きました。あなたは生きるために，命を選ばなければなりません。あなたもあなたの子孫もです。 20 すなわち，あなたの神エホバを愛し，神の言うことを聞き，神にしっかり付くのです。エホバはあなたに命を与え，父祖たち，アブラハム，イサク，ヤコブに与えると誓った土地で長く生きていけるようにしてくださいます」。



^  （サム二 22:26） あなたは，揺るぎない愛を示す人に，揺るぎない愛を示す。 誠実な人に誠実である*。

または，「非難されるところがない人には，非難されるところがない行いをする」。


^ （申 31:8） エホバがあなたの前を進み，ずっと共にいてくださいます。あなたを見放したり見捨てたりはしません。恐れたりおびえたりしてはなりません」。



^ （詩 94:14） エホバはご自分の民を見捨てない。 ご自分の財産である人々を捨てない。



^ （イザ 49:15） 女性が自分の乳を飲ませている子を忘れたり， 自分が産んだ子を思いやらなかったりするだろうか。 たとえ女性たちが忘れたとしても，私があなたを忘れることは決してない。









研究記事 42




44番の歌 謙遜な人の祈り



エホバに心から祈るには



「私は心を込めて呼ぶ。エホバ，答えてください」。詩編 119:145




ポイント

聖書に記録されている祈りについて考えると，もっと心を込めて祈れるようになります。




1-2. （ア）エホバに心からの祈りを捧げられないことがあるのはどうしてですか。（イ）エホバは祈りに耳を傾けてくれます。どうしてそれが分かりますか。


あなたの答え



いつも同じような祈りをしている，と思うことがありますか。自分の祈りは表面的で型にはまっていると感じますか。誰もがそう思ったことがあるはずです。慌ただしい生活を送っていると，祈りをさっと済ませてしまうこともありがちです。自分なんかの祈りは聞いてもらえないんじゃないかと思って，エホバに素直な気持ちを打ち明けるのを難しく思う人もいます。

2 聖書によると，エホバが喜ぶのは凝った言い回しの祈りではありません。謙虚な心で捧げられる祈りです。エホバは「温厚な人たちの訴えを聞いて」くださいます。（詩 10:17）私たちのことを深く気に掛けていて，祈りの一言一言にじっと耳を傾けてくれます。（詩 139:1-3）

 3. この記事ではどんなことを考えますか。


あなたの答え



3 この記事では次のことを考えます。ためらわずにエホバに祈れるのはどうしてですか。どうすれば心から祈れますか。聖書に記録されている心のこもった祈りについて考えるとよいのはどうしてですか。ストレスのせいで自分の気持ちをうまく言葉にできない時はどうしたらいいですか。

ためらわずにエホバに祈る

 4. エホバに気持ちを何でも自由に話せるのはどうしてですか。（詩編 119:145）


あなたの答え



4 エホバは私たちの幸せを願ってくれている親友なので，自分の気持ちを何でも自由に話せます。詩編 119編を書いた人も，エホバとのそういう友情を築きたいと思っていました。この人はつらい経験をいろいろしていました。周りの人から中傷されて苦しみました。（詩 119:23，69，78）自分の弱さにがっかりすることもありました。（詩 119:5）でも，エホバに気持ちを打ち明けることをためらいませんでした。（詩編 119:145を読む。）

 5. 不安や恥ずかしさを感じる時も祈るのをためらうべきでないのはどうしてですか。例えを使って説明してください。


あなたの答え



5 エホバは重大な罪を犯した人にも，祈るように勧めています。（イザ 55:6，7）それで，不安や恥ずかしさを感じる時も祈ることをためらわないでください。例えで考えてみましょう。飛行機のパイロットは助けが必要な時，いつでも管制官に連絡を取れます。パイロットは何かミスしたり進路に迷ったりして恥ずかしく思っても，連絡を取らないということはありません。私たちも，どうしていいか分からなくなったり，罪を犯したりしてしまっても，ためらわずにエホバに祈ることができます。（詩 119:25，176）

どうすれば心から祈れるか

6-7. どうすればエホバに心から祈れますか。例を挙げて説明してください。（脚注も参照。）


あなたの答え



6 自分の考えていることや感じていることを自由に何でもエホバに伝えるなら，心から祈っていることになります。どうしたらそういう祈りができるでしょうか。

7 エホバがどういう方かじっくり考える。* エホバがどんな方かを考えれば考えるほど，思っていることを何でも話したいという気持ちになります。（詩 145:8，9，18）クリスティーン姉妹について考えてみましょう。姉妹の父親は家で暴力を振るっていました。姉妹はこう言います。「お父さんに話すようにエホバに話せると言われても，そんなことできないと感じました。私には駄目なところがたくさんあるので，エホバから嫌われるんじゃないかとも思っていました」。でも姉妹は，エホバがどんな神かを考えるようにしています。こう言っています。「エホバの揺るぎない愛について考えると，そういう不安は消えていきます。エホバはどんな時もそばにいてくれます。たとえ私が転んでも，優しく抱き起こしてくれます。だから，うれしいことも悲しいこともエホバには何でも話せるんです」。

8-9. 祈る前にどんなことを話すか考えるとよいのはどうしてですか。


あなたの答え



8 どんなことを話すか考える。祈る前にこんなことを考えてみましょう。「今どんなことが特に気掛かりだろうか。許さないといけない人が誰かいるだろうか。最近，何かの変化を経験してエホバの助けを必要としているだろうか」。（王二 19:15-19）また，イエスが教えた祈りに沿って，エホバのお名前と王国，エホバの望んでいることについてどんなことを祈れるかを考えてみましょう。（マタ 6:9，10）

9 アリスカ姉妹は，夫が末期の脳腫瘍だと知った時，祈るのが難しくなりました。こう言っています。「とてもショックで，何と祈ったらいいか分かりませんでした」。姉妹はどうしたでしょうか。「祈る前に時間を取って頭の中を整理するようにしました。そうしたので，自分のことや夫の病気のことばかり祈らずに済みました。冷静になって穏やかな気持ちで祈れるようになりました」。

10. じっくり祈るとよいのはどうしてですか。（写真も参照。）


あなたの答え



10 じっくり祈る。短くても内容の濃い祈りができますが，時間をかけて祈る方が自分の深い気持ちを伝えられます。* アリスカ姉妹の夫のイライジャ兄弟はこう言っています。「1日に何回も祈るようにしています。じっくり時間をかけて祈るようにしたら，エホバをもっと身近に感じられるようになりました。エホバは私たちが祈る時，いつまで聞かされるんだろうと思ったりはしません。だから安心してゆっくり祈れるんです」。気を散らされずにじっくり祈れる時間帯や場所を見つけましょう。声に出して祈ることもできます。そんなふうにして時間をかけて祈ることを習慣にしていきましょう。



[image: 1. 明け方，兄弟がコーヒーを飲みながら机に向かってじっくり考えている。机には聖書が開いて置かれている。2. 日が昇った後も机の前に座ったまま祈っている。]

じっくり祈れる時間帯や場所を見つけましょう。（10節を参照。）







聖書に記録されている心のこもった祈り

11. 聖書に記録されている祈りを味わいながら読むとよいのはどうしてですか。（「共感できる祈りを探す」という囲みも参照。）


あなたの答え



11 聖書に記録されている，心のこもった祈りやエホバへの歌や詩を味わいながら読むのはよいことです。昔エホバに仕えた人たちが，どんなふうに心の奥底にある気持ちをエホバに伝えたかを考えると，自分も心を開いてエホバに祈ろう，という気持ちになります。祈りに取り入れられそうな表現もきっと見つかるでしょう。自分と同じような経験をした人の祈りに共感するかもしれません。

共感できる祈りを探す


昔エホバに仕えた人たちは，いろんな場面で自分の気持ちを包み隠さずエホバに伝えました。そういう祈りにあなたもきっと共感するはずです。

	  ヤコブは不安に襲われた時も，エホバへの信仰と感謝にあふれた祈りを捧げました。（創 32:9-12）



	  若いソロモンは，エホバから任された責任にプレッシャーを感じた時，助けてほしいと真剣に祈りました。（王一 3:7-9）



	  ダビデはバテ･シバと姦淫を犯した後，エホバに「清い心」を祈り求めました。（詩 51:9-12）



	  マリアは特別な任務を与えられた時，エホバを賛美しました。（ルカ 1:46-49）





やってみよう 聖書に出てくる人たちの祈りを掘り下げてみましょう。そして，エホバがどんなふうに応えたか考えましょう。学べたことを自分の祈りに生かしてください。





12. 聖書に記録されている祈りを読む時，どんなことを考えるとよいですか。


あなたの答え



12 聖書に記録されている祈りを読む時，次のようなことを考えてみてください。「誰がどんな時に捧げた祈りだろう。自分も同じような気持ちになることがあるだろうか。この祈りからどんなことを学べるだろう」。答えを知るには調査しないといけないかもしれません。でも，そうしてよかったと思えるはずです。では，幾つかの祈りを調べてみましょう。

13. ハンナの祈りから何が学べますか。（サムエル第一 1:10，11）（絵も参照。）


あなたの答え



13 サムエル第一 1:10，11を読む。ハンナはこの祈りを捧げた時，2つの大きな悩みを抱えていました。子供ができないことと，もう1人の妻から嫌がらせを受けていたことです。（サム一 1:4-7）あなたも，なかなか解決しない問題に悩まされていますか。もしそうなら，ハンナの祈りから学べることがあります。ハンナは時間をかけてじっくり祈り，心の内をエホバに包み隠さず話しました。そうしたので気持ちが楽になりました。（サム一 1:12，18）私たちも，どんな悩みがあって，どんな気持ちになっているかを全部エホバに伝えられます。そのようにして「重荷をエホバに委ね」るなら，きっと心が軽くなるでしょう。（詩 55:22）



[image: 1. エルカナが2人の子供と遊んでいる。ハンナは悲しげに目を背けている。2. ペニンナが赤ちゃんを抱っこしながら笑みを浮かべている。3. ハンナが涙を流しながら真剣に祈っている。4. 腕を組んで座っている大祭司エリが，ハンナをにらみ付けている。]

子供ができず，もう1人の妻から嫌がらせを受けていたハンナは，心の内をエホバに包み隠さず話した。（13節を参照。）







14. （ア）ハンナからほかにもどんなことを学べますか。（イ）聖書を読んでじっくり考えると，中身の濃い祈りができます。そういえるのはどうしてですか。（脚注を参照。）


あなたの答え



14 息子サムエルが生まれてから数年後，ハンナはサムエルを大祭司エリの所に連れていきました。（サム一 1:24-28）その時にハンナが捧げた祈りには，エホバに尽くす人をエホバが守り世話してくれるという確信がこもっています。* （サム一 2:1，8，9）家庭内の問題は続いていたかもしれません。でもハンナは，エホバが自分のためにしてくれたことをよく考えるようにしていました。何が学べますか。たとえ問題が続いているとしても，エホバがこれまでどんなふうに支えてくれたかを考えると，前向きな気持ちで頑張っていけます。

15. エレミヤの祈りから，不当な扱いを受けた時に役立つどんなことを学べますか。（エレミヤ 12:1）


あなたの答え



15 エレミヤ 12:1を読む。預言者エレミヤはある時，悪い人たちがうまくやっているのを見て心が乱されました。仲間のイスラエル人からひどい扱いを受けて，やる気を失ったこともあります。（エレ 20:7，8）私たちも，不正を働く人たちが成功しているのを見たり，周りの人からばかにされたりすると，同じような気持ちになります。エレミヤは自分のいら立ちをストレートにエホバに伝えましたが，エホバの正しさを疑ったりはしませんでした。後にエレミヤは，エホバが反抗的なイスラエル人を処罰するのを見ました。それで，エホバが絶対に正しいことをするという確信は強まったはずです。（エレ 32:19）私たちも不当な扱いを受けていら立ったり傷ついたりする時，自分の気持ちをありのままにエホバに話すことができます。そうやって祈る時も，エホバが一番いい時に不正を全部なくしてくれることを信じて疑わないようにしましょう。

16. レビ族のある人の祈りからどんなことが学べますか。（詩編 42:1-4）（挿絵と写真も参照。）


あなたの答え



16 詩編 42:1-4を読む。この詩を書いたレビ族の人は，流刑にされていて，仲間のイスラエル人と一緒にいることができませんでした。そのせいでどんな気持ちになっていたかが，この詩から伝わってきます。私たちも病気で家から出られなかったり，信仰のために収監されていたりすると，このレビ族の人と同じような気持ちになって，感情の浮き沈みを経験するかもしれません。でもそんな時こそ，どう感じているかを全部エホバに伝えられます。祈ると自分の気持ちと向き合うことができ，視野を広げられるようにもなります。このレビ族の人もそうでした。エホバを賛美するために今の自分にもできることがある，ということに気付きました。（詩 42:5）また，エホバがどのように世話してくれているのかもじっくり考えました。（詩 42:8）私たちも祈って気持ちを全てエホバに伝えるなら，考えが整理され，バランスを取り戻し，頑張り続ける力が湧いてきます。



[image: 1. レビ族の人が荒野で熱烈に祈っている。2. 兄弟が病院のベッドで祈っている。手元に聖書が開いてある。]

詩編 42編を書いたレビ族の人は，祈って気持ちを全部エホバに伝えた。私たちも同じようにすれば，物事を広い視野で見られるようになる。（16節を参照。）







17. （ア）ヨナの祈りから何が学べますか。（ヨナ 2:1，2）（イ）聖書の言葉を覚えるとよいのはどうしてですか。（脚注を参照。）


あなたの答え



17 ヨナ 2:1，2を読む。預言者ヨナは，大きな魚の腹の中からこの祈りを捧げました。ヨナはエホバに従わないで逃げたにもかかわらず，エホバが必ず聞いてくれると信じて祈りました。祈りの中で，詩編に出てくる表現をたくさん使っています。* よく知っているそういう言葉についてじっくり考えることで，エホバがきっと助けてくれるという希望を持てました。私たちも聖書の言葉を覚えるようにすれば，問題にぶつかって祈る時にそういう表現を思い出して安心感を持てるはずです。

祈ってエホバともっと親しくなる

18-19. 祈りたいのに言葉が見つからない時，ローマ 8章26，27節を考えると安心できるのはどうしてですか。エレナ姉妹はどんな経験をしましたか。


あなたの答え



18 ローマ 8:26，27を読む。心配事でいっぱいいっぱいになってしまって，祈りたいのに言葉がうまく見つからないこともあります。でも大丈夫です。そういう時は，神の聖なる力が私たちのために「願い出て」くれるからです。どういうことでしょうか。エホバは聖なる力を使って，たくさんの祈りを聖書に記録させました。私たちと同じような問題にぶつかった人が捧げた祈りもあります。気持ちをうまく言葉にできない時，エホバは聖書に記録されている祈りを私たちの祈りと見て，その祈りに応えてくれます。

19 ロシアのエレナ姉妹はまさにそういう経験をしました。姉妹は祈ったり聖書を読んだりしたという理由で逮捕されました。大きなストレスを感じてうまく祈れませんでした。こう言っています。「圧倒されて何と祈ったらよいか分からない時に，エホバ[が]昔の忠実な人たちの祈りを私の祈りとして受け入れてくださることを思い出しました。すごくほっとしました」。

20. ストレスがかかっている時，祈る前にどのように心を整えられますか。


あなたの答え



20 ストレスがかかっていると，祈っていても考えがさまよってしまうかもしれません。そういう時は，心を整えるために詩編のオーディオ版を聞くことができます。ダビデと同じように，自分の気持ちを書き出してみるのもよいかもしれません。（詩 18，34，142編とそれぞれの表題）どのようにして心を整えるかについて，決まりがあるわけではありません。（詩 141:2）自分に一番合った方法を選んでください。

21. 心を開いて祈るとよいのはどうしてですか。


あなたの答え



21 祈る前から，エホバは気持ちを全部分かってくれています。そのことを考えると安心できます。（詩 139:4）でもエホバは，私たちがエホバを心から信頼して捧げる祈りをぜひ聞きたいと思っています。それで，遠慮せずに天のお父さんに気持ちを伝えましょう。聖書に記録されているいろんな祈りの言葉を参考にできます。心を開いて祈りましょう。うれしいことも悲しいことも全部伝えてください。最高の友達であるエホバは，いつもそばにいて支えてくれます。



何を学びましたか


	   エホバに気持ちを何でも自由に話せるのはどうしてですか。


あなたの答え
 




	   心から祈るためにどんなことができますか。


あなたの答え
 




	   聖書に記録されている心のこもった祈りについて考えるとよいのはどうしてですか。


あなたの答え
 











45番の歌 心の黙想



^  「クリスチャンのための聖句ガイド」にある「エホバ」というトピックの「エホバはどんな方か」を参照。


^  会衆を代表して祈る時は短めに祈った方がよいでしょう。


^  ハンナは祈りの中で，モーセが書いたのと似た表現を使っています。きっとそういう聖書の言葉についてじっくり考えていたのでしょう。（申 4:35; 8:18; 32:4，39。サム一 2:2，6，7）ずっと後の時代，イエスの母マリアはハンナが使ったのととてもよく似た表現でエホバを賛美しています。（ルカ 1:46-55）


^  例えば，ヨナ 2章3-9節を以下の聖句と比較してください。詩編 69:1; 16:10; 30:3; 142:2，3; 143:4，5; 18:6; 3:8。（ヨナが祈りの中で触れた順番で挙げています。）






^ （詩 119:145） 私は心を込めて呼ぶ。エホバ，答えてください。 あなたの規定を私は守る。



^  （詩 10:17） エホバ，あなたは温厚な人たちの訴えを聞いてくださる。 彼らの心を強くし，よく注意を払ってくださる。



^  （詩 139:1-3） エホバ，あなたは私の全てを探りました。 私のことを知っています。  2 座るのも立つのも知っています。 遠くから私の考えを知ります。  3 旅するのも横になるのも見ています*。 私の全ての歩みをよく知っています。

直訳，「測ります」。


^ （詩 119:145） 私は心を込めて呼ぶ。エホバ，答えてください。 あなたの規定を私は守る。



^  （詩 119:1-176） 非難されるところがない生き方をする人は幸せだ。 その人はエホバの律法に従って歩む。  2 神の教え*を守る人は幸せだ。 その人は心を尽くして神を探し求める。  3 不正を行わず，神の道を歩む。  4 あなたは命じた。 命令を注意深く守るようにと。  5 私が揺らぐことなく*， あなたの規定を守ることができればよいのに！  6 そうすれば，恥をかかない。 あなたのおきて全てをよく考えるから。  7 私はあなたの正しい法規*を学び， 正直な心であなたを賛美する。  8 あなたの規定を守る。 私を完全に見捨てないでください。  9 若い人はどうすれば清く生きられるだろう。 あなたの言葉に従って注意深くあるならそうできる。 10 私は心を尽くしてあなたに導きを求める。 私があなたのおきてからそれないようにしてください。 11 私はあなたの言葉を，宝のように心に蓄える。 あなたに対して罪を犯さないため。 12 エホバ，あなたが賛美されますように。 あなたの規定を教えてください。 13 私は知らせる。 あなたが語った法規*全てを。 14 あなたの教えを喜ぶ。 他のどんな貴重なものよりも。 15 あなたの命令をじっくり考え*， あなたが示す道を見続ける。 16 あなたの法令を大切に思う。 あなたの言葉を忘れない。 17 私に親切を示してください。 あなたの言葉を守って生きるために。 18 私の目を開いてください。 あなたの律法にある素晴らしいことをはっきり知るために。 19 私はこの土地では外国人。 あなたのおきてを私に隠さないでください。 20 私は慕ってやまない。 いつもあなたの法規*のことを。 21 あなたは，思い上がった人を叱責する。 あなたのおきてからそれる忌まわしい人を。 22 私が受けている軽蔑と侮辱を取り去ってください。 私はあなたの教えを守っている。 23 高官たちが共に座って私を非難しても， 私はあなたの規定をじっくり考える*。 24 私はあなたの教えを大切に思う。 それは私の助言者のよう。 25 私は地面に倒れ込んでいる。 あなたの言葉の通りに私を生き続けさせてください。 26 自分の行いを伝えると，あなたは答えてくださった。 あなたの規定を教えてください。 27 あなたの命令の意味を理解させてください。 あなたの素晴らしい偉業をじっくり考える*ために。 28 私は悲しみのあまり眠れない。 あなたの言葉の通りに私を力づけてください。 29 人を欺く生き方を私から取り去ってください。 律法を教え，親切を示してください。 30 私は忠実な生き方を選んだ。 あなたの法規*は確かに正しい。 31 私はあなたの教えをしっかり守る。 エホバ，私が失望する*ことがないようにしてください。 32 私は何があってもあなたのおきてに従う*。 あなたがそのために私の心を広げて*くださるから。 33 教えてください，エホバ，あなたの規定を。 私は最後までそれに従う。 34 理解力を与えてください。 あなたの律法を心を尽くして守れるように。 35 あなたのおきての道に導いて*ください。 私はその道を喜ぶ。 36 私の心が，自分の利益ではなく， あなたの教えに向くようにしてください。 37 私の目をそらさせてください。無価値なものを見続けないために。 あなたの道で私を生き続けさせてください。 38 私にした約束*を果たしてください。 人々があなたを畏れるために*。 39 私が恐れる恥辱を取り去ってください。 あなたの裁きは優れている。 40 私はあなたの命令をどんなに慕っていることか。 あなたの正しさによって私を生き続けさせてください。 41 エホバ，あなたの約束*通り，あなたの揺るぎない愛を私が受け， 救われますように。 42 私は，私をあざける人に答える。 私はあなたの言葉に頼っている。 43 私の口から真理の言葉を完全に取り去らないでください。 私はあなたの裁きを待ち望んでいる。 44 私は絶えずあなたの律法を守る。 いつまでも永遠に。 45 安全な*場所を歩き回る。 あなたの命令を探し求めている。 46 あなたの教えについて王たちの前で話す。 私は恥をかかない。 47 あなたのおきてを大切に思う。 それを愛している。 48 愛するそのおきてのことで両手を上げて祈る。 あなたの規定をじっくり考える*。 49 私への言葉*を思い出してください。 その言葉によってあなたは希望を下さる*。 50 こうして，苦しんでいる私は慰められる。 あなたの言葉のおかげで生き続けている。 51 思い上がった人たちが私をひどく軽蔑する。 しかし，私はあなたの律法からそれない。 52 エホバ，あなたがこれまでに下してきた裁きを私は思い出す。 そして慰められる。 53 私は激しい怒りに燃える。 あなたの律法を捨てる悪人のことで。 54 私はあなたの規定について歌う。 どこに住んでいても*。 55 エホバ，私は夜にあなたの名を思い出す。 あなたの律法を守るために。 56 私はずっとこうしている。 あなたの命令を守っているから。 57 エホバは私の全て*。 私は，あなたの言葉を守ると約束した。 58 心を尽くしてあなたに願い出る*。 あなたの約束*通り，私に親切を示してください。 59 私は自分の生き方を振り返った。 あなたの教えに従って再び歩むため。 60 私は急ぎ，遅らせない。 あなたのおきてを守ることを。 61 悪人の綱が私に絡み付く。 それでも，あなたの律法を忘れない。 62 真夜中に起きて感謝する。 あなたの正しい法規*のことで。 63 あなたを畏れる全ての人が， あなたの命令を守る人が私の友。 64 エホバ，あなたの揺るぎない愛は地上に満ちている。 あなたの規定を教えてください。 65 エホバ，あなたはご自分の言葉通り， 私によくしてくださった。 66 分別と知識を持たせてください。 あなたのおきてを信頼している私に。 67 私は苦しむ前，道からそれた*。 しかし今，あなたの言葉を守る。 68 あなたは善い方。善いことを行う。 あなたの規定を教えてください。 69 思い上がった人たちは，うそで私の評判を損なう。 しかし私は心を尽くしてあなたの命令を守る。 70 その人たちは心が無感覚だ。 しかし私はあなたの律法を大切に思う。 71 私が苦しんだのは良いこと。 あなたの規定を学べるようになったから。 72 あなたが公布した律法は私にとって良いもの。 幾千の金や銀よりも。 73 あなたが手で私を造り，形作った。 理解力を与えてください。 あなたのおきてを学べるように。 74 あなたを畏れる人たちは私を見て喜ぶ。 あなたの言葉が私の希望の源*。 75 エホバ，私は知っている。 あなたの裁きが正しいことを。 私のことを思って*私に苦しみを味わわせたことを。 76 揺るぎない愛を示し，どうか私を慰めてください。 私にした約束*の通りに。 77 憐れみを示してください。私が生き続けるために。 私はあなたの律法を大切に思う。 78 思い上がった人たちが恥をかきますように。 その人たちは不当にも悪いことを仕掛けてくる*。 しかし私はあなたの命令をじっくり考える*。 79 あなたを畏れる人たちが私のもとに戻ってきますように。 あなたの教えを知っている人たちが。 80 私が，非難されるところがない心であなたの規定を守れますように。 私が恥をかかないために。 81 私はあなたによる救いを待ち焦がれる。 あなたの言葉が私の希望の源*。 82 あなたの言葉が実現するのを見たくてたまらず，言う。 「いつ慰めてくださるのですか」と。 83 私は，煙にさらされて干からびた革袋のよう。 それでもあなたの規定を忘れない。 84 私はどれほどの日々待たなければならないのですか。 私を迫害する人をいつ処罰してくださるのですか。 85 思い上がった人たちが，私を落とす穴を掘る。 あなたの律法に逆らう人たちが。 86 あなたのおきてはどれも信頼できる。 人は不当にも私を迫害する。私を助けてください！ 87 私は危うく，地上から消し去られるところだった。 それでも，あなたの命令を捨てなかった。 88 揺るぎない愛を示し，私を生き続けさせてください。 あなたが語った教えを守るために。 89 エホバ，永遠に， あなたの言葉は天にある。 90 あなたはいつの時代も信頼できる方。 あなたは大地をしっかり据えた。ずっと存続するように。 91 それら*はあなたの法規*によって今日に至るまで残っている。 どれもあなたに仕えている。 92 もし私があなたの律法を大切に思っていなかったなら， 私は苦しみ，消え去っていただろう。 93 私は決してあなたの命令を忘れない。 あなたはそれによって私を生き続けさせてくださったから。 94 私はあなたのもの。救ってください。 あなたの命令を知ろうとする私を。 95 悪人は私を殺そうと待ち構える。 しかし私はあなたの教えに細心の注意を払う。 96 どんな完全なことにも限界があるのを見た。 しかしあなたのおきてには限界がない*。 97 私はあなたの律法を愛してやまない！ 一日中じっくり考える*。 98 私は敵よりも賢くなる。 あなたのおきてがいつまでも私と共にあるから。 99 私には洞察力がある。私を教えてくれたどんな人よりも。 あなたの教えをじっくり考えて*いるから。 100 私の行動には理解力が表れる。年長の人よりも。 あなたの命令を守っているから。 101 悪い道は一切歩まない。 あなたの言葉を守るために。 102 あなたの法規*に背かない。 あなたが私を教えてくださったから。 103 あなたの言葉は私の舌に何と甘いのだろう。 私の口に蜜よりも甘い。 104 あなたの命令のおかげで，私の行動には理解力が表れる。 実際，あらゆる偽りの道を憎んでいる。 105 あなたの言葉は私の足元を照らすランプ， 私の進む道を照らす光。 106 私はあなたの正しい法規*を守ると誓った。 それを果たす。 107 私はとても苦しんできた。 エホバ，あなたの言葉通りに私を生き続けさせてください。 108 エホバ，どうか喜んでください，賛美の言葉という私*の自発的な捧げ物を。 あなたの法規*を教えてください。 109 私の命は常に危険にさらされている*。 それでもあなたの律法を忘れなかった。 110 悪人は私をはめるわなを仕掛けた。 それでも私はあなたの命令からそれなかった。 111 あなたの教えを私は永遠に手放さない*。 それは私の心の喜びだから。 112 私は決意を固めた。 どんな時も最後まであなたの規定に従うと。 113 私は中途半端な人*たちを憎み， あなたの律法を愛する。 114 あなたは私の避難所，私の盾。 あなたの言葉が私の希望の源*。 115 悪を行う人たち，私から離れ去れ。 私が神のおきてを守るために。 116 約束*通り，支えてください。 私が生き続けるために。 私の希望が失望に変わらない*ようにしてください。 117 支えてください。私が救われるために。 私はあなたの規定を片時も忘れない。 118 あなたは，あなたの規定からそれる人を皆退ける。 その人たちは，欺こうとする偽り者だから。 119 あなたは，地上の悪人を皆，無価値な浮きかすのように捨て去る。 それで私はあなたの教えを愛する。 120 あなたを恐れて身震いし， あなたの裁きに恐れを感じる。 121 私は公正で正しいことを行った。 虐げる人に私を引き渡さないでください！ 122 私の安全を保証してください。 思い上がった人が私を虐げませんように。 123 私の目は衰えた。 あなたによる救いと，信頼できる約束*の実現を待ちわびて。 124 揺るぎない愛を示してください。 あなたの規定を教えてください。 125 理解力を与えてください。 私があなたの教えを知るために。 126 エホバが行動する時が来た。 人々はあなたの律法を破った。 127 私はあなたのおきてを愛する。 金よりも，それも純金*よりも。 128 私にとって，あなたからの指示*はどれも正しい。 私はあらゆる偽りの道を憎む。 129 あなたの教えは素晴らしい。 だから私はそれに従う。 130 あなたの言葉が明かされると光が輝き， 経験の浅い人は理解力を得る。 131 私は口を大きく開き，ため息をつく*。 あなたのおきてを慕っているから。 132 こちらを向いて私に親切を示してください。 あなたの名を愛する人たちにあなたがいつもする通りに*。 133 あなたの言葉によって私の歩みを安全に導いて*ください。 どんな悪も私を支配しませんように。 134 虐げる人から私を助け出して*ください。 私はあなたの命令を守る。 135 笑顔を私に向け， あなたの規定を教えてください。 136 涙が私の目から流れ落ちる。 人々があなたの律法を守らないから。 137 エホバ，あなたは正しい方。 あなたの裁きは公平。 138 あなたの教えは正しく， 完全に信頼できる。 139 私はあなたに対する熱い思いを抑え切れない。 私の敵対者があなたの言葉を忘れたから。 140 あなたの言葉は徹底的に精錬されたもの。 私はそれを愛する。 141 私は取るに足りない軽蔑された者。 とはいえ，あなたの命令を忘れない。 142 あなたの正義は永遠の正義。 あなたの律法は真実。 143 苦難や困難が降り掛かっても， あなたのおきてを大切に思う。 144 あなたの教えは永遠に正しい。 理解力を与えてください。私が生き続けるために。 145 私は心を込めて呼ぶ。エホバ，答えてください。 あなたの規定を私は守る。 146 あなたに呼び掛ける。救ってください！ 私はあなたの教えを守る。 147 夜明け前*に目覚め，助けを求めて叫ぶ。 あなたの言葉が私の希望の源*。 148 夜中*に目を覚ます。 あなたの言葉をじっくり考える*ため。 149 揺るぎない愛を示し，ぜひ私の声を聞いてください。 エホバ，あなたの公正さに従い，私を生き続けさせてください。 150 恥ずべき*行いをする人たちが近づいてくる。 あなたの律法から遠く離れている人たちが。 151 エホバ，あなたは近くにいてくださる。 あなたのおきては全て真実。 152 昔，あなたの教えを学んだ。 永遠に続くようあなたが定めたものを。 153 私の苦悩を見て，助け出してください。 私はあなたの律法を忘れていない。 154 私を守り*，助け出してください。 約束*通り，私を生き続けさせてください。 155 救いは悪人から遠く離れている。 あなたの規定を知ろうとしなかったから。 156 エホバ，あなたの憐れみは大きい。 あなたの公正さに従い，私を生き続けさせてください。 157 迫害する人や敵対する人が多くいる。 それでも私はあなたの教えに背かなかった。 158 不誠実な人たちを見て嫌気が差す。 あなたの言葉を守らないから。 159 私はあなたの命令を愛してやまない！ エホバ，揺るぎない愛を示し，私を生き続けさせてください。 160 あなたの言葉は真理そのもの。 あなたの正しい法規*は全て永遠に存続する。 161 高官たちが不当にも私を迫害する。 しかし私の心が畏れるのはあなたの言葉。 162 私はあなたの言葉を喜ぶ。 多くの戦利品を得た人のように。 163 偽りを憎む。ひどく嫌う。 あなたの律法を愛する。 164 あなたの正しい法規*のことで， 日に7回あなたを賛美する。 165 豊かな平和はあなたの律法を愛する人たちのもの。 その人たちはどんなものにもつまずかない*。 166 エホバ，私はあなたによる救いに希望を抱き， あなたのおきてを守る。 167 あなたの教えを守り，こよなく愛する。 168 あなたの命令と教えを守る。 私がすることをあなたは全て知っている。 169 エホバ，助けを求める私の叫びがあなたに届きますように。 あなたの言葉によって，私に理解力を与えてください。 170 恵みを求める私の願いがあなたの前に届きますように。 約束*通り，私を救ってください。 171 私の唇から賛美があふれますように。 あなたはご自分の規定を教えてくださる。 172 私の口*があなたの言葉について歌いますように。 あなたのおきては全て正しい。 173 あなたの手によって私が助けられますように。 私は自らあなたの命令に従ったから。 174 エホバ，私はあなたによる救いを慕う。 あなたの律法を大切に思う。 175 私を生き続けさせてください。あなたを賛美するために。 あなたの法規*が私の助けとなりますように。 176 私は迷い出た羊のようにさまよっている。 私を捜してください。私はあなたのおきてを忘れていない。

または，「思い出させるもの」。
直訳，「ああ，私の道がしっかりと据えられ」。
直訳，「裁き」。
直訳，「裁き」。
または，「を学び」。
直訳，「裁き」。
または，「を学ぶ」。
または，「を学ぶ」。
直訳，「裁き」。
または，「恥をかく」。
直訳，「はあなたのおきての道を走る」。
もしかすると，「あなたは私が心から確信できるようにして」。
または，「を歩ませて」。
または，「に語った言葉」。
もしかすると，「あなたを畏れる人々にした約束を」。
または，「言葉」。
または，「広い」。
または，「を学ぶ」。
または，「約束」。
または，「その言葉の実現をあなたは私に待たせた」。
または，「外国人として住む家で」。
または，「私に与えられた分」。
または，「あなたの笑顔を求める」。
または，「言葉」。
直訳，「裁き」。
または，「間違って罪を犯した」。
または，「が語られるのを待つ」。
または，「あなたが信頼できる方なので」。
または，「に語った言葉」。
もしかすると，「うそで私を傷つける」。
または，「を学ぶ」。
または，「が語られるのを待つ」。
神が創造したもの全てのこと。
直訳，「裁き」。
直訳，「はとても広い」。
または，「学ぶ」。
または，「を学んで」。
直訳，「裁き」。
直訳，「裁き」。
直訳，「私の口」。
直訳，「裁き」。
または，「常に私の手にある」。
または，「永遠の財産とする」。
または，「心が分かれている人」。
または，「が語られるのを待つ」。
または，「言葉」。
または，「希望を抱く私が恥をかかない」。
または，「言葉」。
または，「精錬された金」。
または，「命令」。
直訳，「あえぐ」。
直訳，「に対するあなたの裁きに従って」。
または，「私の足取りをしっかりしたものにして」。
直訳，「買い戻して」。
または，「朝の薄明かりの頃」。
または，「が語られるのを待つ」。
または，「夜警時の前」。
または，「を学ぶ」。
または，「みだらな」。
または，「訴訟で私の側に立ち」。
または，「言葉」。
直訳，「裁き」。
直訳，「裁き」。
または，「その人たちにとって信仰を妨げるものはない」。
または，「言葉」。
直訳，「舌」。
直訳，「裁き」。


^  （詩 119:23） 高官たちが共に座って私を非難しても， 私はあなたの規定をじっくり考える*。

または，「を学ぶ」。


^  （詩 119:69） 思い上がった人たちは，うそで私の評判を損なう。 しかし私は心を尽くしてあなたの命令を守る。



^  （詩 119:78） 思い上がった人たちが恥をかきますように。 その人たちは不当にも悪いことを仕掛けてくる*。 しかし私はあなたの命令をじっくり考える*。

もしかすると，「うそで私を傷つける」。
または，「を学ぶ」。


^  （詩 119:5） 私が揺らぐことなく*， あなたの規定を守ることができればよいのに！

直訳，「ああ，私の道がしっかりと据えられ」。


^  （詩 119:145） 私は心を込めて呼ぶ。エホバ，答えてください。 あなたの規定を私は守る。



^  （イザ 55:6， 7） 見いだせるうちにエホバを探し求めよ。 その方が近くにいるうちに呼び掛けよ。  7 悪い行いをやめ，有害な考えを捨てよ。 憐れんでくださるエホバのもとに帰れ。 私たちの神のもとに帰れ。 神は寛大に*許してくださる。

または，「惜しみなく」。


^  （詩 119:25） 私は地面に倒れ込んでいる。 あなたの言葉の通りに私を生き続けさせてください。



^  （詩 119:176） 私は迷い出た羊のようにさまよっている。 私を捜してください。私はあなたのおきてを忘れていない。



^  （詩 145:8， 9） エホバは思いやり*があり，憐れみ深い。 すぐに怒らず，揺るぎない愛に満ちている。  9 エホバは全てのものに対して善いことを行う。 神の憐れみは全ての行いにはっきりと表れている。

または，「慈しみ」。


^  （詩 145:18） エホバは，ご自分に呼び掛ける全ての人の近くにいる。 ご自分に誠実に*呼び掛ける全ての人の近くにいる。

または，「正しく」。


^  （王二 19:15-19） そしてエホバの前でこう祈り始めた。「ケルブたちの上*に王として座っている，イスラエルの神エホバ，あなただけが，地上の全ての王国の真の神です。天と地を造られたのはあなたです。 16 エホバ，耳を傾けて聞いてください！ エホバ，目を開いてご覧ください！ セナケリブが送ってきた，生きている神へのあざけりの言葉を聞いてください。 17 エホバ，アッシリアの王たちは確かにさまざまな国とその領土を荒廃させました。 18 彼らはそうした国の神々を火の中に投げ入れました。それらは神ではなく，人が木や石で作ったものだったからです。それで滅ぼせたのです。 19 私たちの神エホバ，どうか彼の手から私たちを救ってください。エホバ，あなただけが神であることを地上の全ての王国が知るためです」。

もしかすると，「間」。


^  （マタ 6:9， 10） それで，このように祈らなければなりません。 『天におられる私たちの父よ，お名前が神聖なものとされますように。 10 あなたの王国が来ますように。あなたの望まれることが，天と同じように地上でも行われますように。



^ （創 32:9-12） それからヤコブはこう祈った。「私の父祖アブラハムの神，父イサクの神，エホバ，あなたは私に，『あなたの土地に，あなたの親族の所に帰りなさい。あなたに良いことがあるようにする』と言っておられます。 10 あなたは私のような者に揺るぎない愛を示し，支え続けてくださいました。私がヨルダン川を渡った時にはつえしか持っていませんでしたが，今では宿営が2つになりました。 11 お願いです。兄エサウの手から私を救い出してください。彼がやって来て私も女性や子供たちも襲うのではないか，と恐れています。 12 あなたは，『私は必ずあなたに良いことがあるようにする。あなたの子孫を，数え切れない海の砂のように多くする』と言われました」。



^ （王一 3:7-9） 私の神エホバ，あなたは父ダビデの代わりに私を王にしましたが，私はただの若者*で，経験がありません。 8 私はあなたが選んだ民の中におり，その民は数え切れないほどたくさんいます。 9 それで，あなたの民を裁くため，善悪を識別できるよう，従順な心をお与えください。そうでないと，この膨大な数の*あなたの民を裁くことなどできません」。

または，「少年」。
もしかすると，「この難しい」。


^ （詩 51:9-12） 私の罪から顔を背け*， 全ての過ちを拭い去ってください。 10 神よ，私の内に清い心をつくってください。 新たな精神，揺らぐことがない精神を持たせてください。 11 あなたの前から私を追い払わないでください。 聖なる力*を私から取り去らないでください。 12 あなたによる救いの喜びを再び味わわせてください。 あなたに進んで従う気持ちを私の内に呼び起こしてください。

または，「隠し」。
用語集参照。


^ （ルカ 1:46-49） マリアはこう言った。「私はエホバをあがめ， 47 私の心は救い主である神のおかげで喜びにあふれます。 48 神は低い立場にある奴隷の私に目を留めてくださったからです。今後，あらゆる世代の人々が私を幸せな人と言います。 49 強力な神が素晴らしいことをしてくださったからであり，その方の名は聖なるものです。



^ （サム一 1:10， 11） ハンナは非常に苦しんでいて，エホバに祈って激しく泣きだした。 11 そしてこう誓約した。「大軍を率いるエホバ，もしあなたが私の苦悩をご覧になり，私のことを思い出してお忘れにならず，男の子を授けてくださるなら，私はその子をエホバにお捧げし，一生涯，仕えさせます。その子の頭には決してかみそりを当てません」。



^  （サム一 1:10， 11） ハンナは非常に苦しんでいて，エホバに祈って激しく泣きだした。 11 そしてこう誓約した。「大軍を率いるエホバ，もしあなたが私の苦悩をご覧になり，私のことを思い出してお忘れにならず，男の子を授けてくださるなら，私はその子をエホバにお捧げし，一生涯，仕えさせます。その子の頭には決してかみそりを当てません」。



^  （サム一 1:4-7） エルカナは犠牲を捧げたある日，妻ペニンナとその息子や娘たち皆に犠牲の中からそれぞれの分を与えた。 5 一方，ハンナには特別の分を与えた。ハンナを愛していたからである。しかしエホバは彼女に子供を授けていなかった。 6 しかも，彼女と張り合う妻ペニンナが彼女を傷つけようとして，エホバから子供を授かっていないことをしきりにあざけっていた。 7 毎年，エホバの家に上っていくたびにそのようにしていた。ハンナはひどくあざけられるので，泣いて，食事をしようとしなかった。



^  （サム一 1:12） ハンナはエホバの前で長く祈った。その間，エリは彼女の口元を見ていた。



^  （サム一 1:18） ハンナは言った。「これからも私のことを良く思ってくださいますように」。彼女はそこを離れて，食事をした。もう沈んだ顔ではなかった。



^  （詩 55:22） 重荷をエホバに委ねよ。 そうすれば支えてくださる。 神は正しい人が倒れる*ことを決して許さない。

または，「よろける」。


^  （サム一 1:24-28） その子が乳離れするとすぐにハンナはその子を連れて上り，シロにあるエホバの家に行った。3歳の雄牛1頭，麦粉22リットル，ぶどう酒が入った大きなつぼを持って，その子を連れていった。 25 雄牛はほふられ*，その子はエリの所に連れていかれた。 26 そこでハンナは言った。「私は確かに，この場所であなたのもとに立ち，エホバに祈った者です。 27 この子のことを私は祈り，エホバは願いをかなえてくださいました。 28 それで私はこの子をエホバにお渡し*します。この子は一生涯，エホバのものです」。 すると彼*はそこでエホバにひれ伏した。

または，「殺され」。
直訳，「お貸し」。
エルカナのことと考えられる。


^  （サム一 2:1） ハンナは祈った。 「私の心はエホバのゆえに喜び， 私の角*はエホバによって高く上げられ*ます。 私の口は敵に向かって大きく開きます。 あなたによる救いを喜ぶからです。

用語集参照。
または，「私の力はエホバによって強められ」。


^  （サム一 2:8， 9） 立場が低い人を地面から起き上がらせます。 貧しい人を灰の山*から引き上げて， 高官たちと共に座らせ，栄誉ある席を与えます。 大地の土台はエホバのもので， 神はその上に土地を据えます。  9 神はご自分に尽くす*人の一歩一歩を守りますが， 悪い人は闇の中で沈黙させられます。 人は力によって勝利することはできないのです。

もしかすると，「ごみ捨て場」。
または，「を揺るぎなく支持する」，「から離れない」。


^ （エレ 12:1） エホバ，あなたは正しい方です。 私があなたに訴えるときも，公正についてあなたと話すときも。 しかし，邪悪な人たちが成功を収めているのはどうしてですか。 不誠実な人たちが気楽に暮らしているのはどうしてですか。



^  （エレ 12:1） エホバ，あなたは正しい方です。 私があなたに訴えるときも，公正についてあなたと話すときも。 しかし，邪悪な人たちが成功を収めているのはどうしてですか。 不誠実な人たちが気楽に暮らしているのはどうしてですか。



^  （エレ 20:7， 8） エホバ，あなたは私をだまし，私はだまされました。 あなたは私に対して力を振るい，勝ちました。 私は一日中，笑いものにされ， 皆が私をあざけっています。  8 私は語るたびに叫び， 「暴力と破滅！」と声高に言わなければなりません。 エホバの言葉のせいで，私は一日中侮辱され，からかわれます。



^  （エレ 32:19） 素晴らしい目的を持ち*，偉大なことを行い，人々の歩み全てをご覧になっています。一人一人に，生き方や行いに応じて報いるためです。

または，「助言を与え」。


^ （詩 42:1-4） 水の流れを慕う鹿のように， 神よ，私はあなたを慕います。  2 私は神を，生きている神を求める。 渇きを覚えた人のように。 いつ私は神の前に出られるのだろうか。  3 昼も夜も涙が私の食物となる。 人々は一日中，「おまえの神はどこにいるのか」と私をあざける。  4 過去のことを私は思い出し，気持ちを全て神に伝える。 私はかつて群衆と共に歩いた。 前を行ってゆっくり歩いた。神の家に向かって。 祭りを祝い，喜びと感謝の声を上げる群衆と共に。



^ （詩 42:0-11） 指揮者へ。コラの子孫のマスキル*。 42 水の流れを慕う鹿のように， 神よ，私はあなたを慕います。  2 私は神を，生きている神を求める。 渇きを覚えた人のように。 いつ私は神の前に出られるのだろうか。  3 昼も夜も涙が私の食物となる。 人々は一日中，「おまえの神はどこにいるのか」と私をあざける。  4 過去のことを私は思い出し，気持ちを全て神に伝える。 私はかつて群衆と共に歩いた。 前を行ってゆっくり歩いた。神の家に向かって。 祭りを祝い，喜びと感謝の声を上げる群衆と共に。  5 なぜ私は絶望しているのだろう。 なぜ心がかき乱されているのだろう。 神を待て。 私は偉大な救い主を賛美する。  6 私の神，私は絶望しています。 それであなたを思い出します。 ヨルダン地方とヘルモンの峰々から， ミツアル山*から。  7 水の深みが水の深みへと呼び掛ける。 あなたの滝の音によって。 あなたの荒波に私は圧倒される。  8 昼，エホバは私に揺るぎない愛を示してくださる。 夜，私は神について歌い，命を与えてくださった神に祈る。  9 私の大岩である神に言う。 「なぜ私を忘れたのですか。 なぜ私は敵に虐げられ，悲しんで歩かなければならないのですか」。 10 殺意を抱いた*敵たちが私をあざける。 一日中，「おまえの神はどこにいるのか」とあざける。 11 なぜ私は絶望しているのだろう。 なぜ心がかき乱されているのだろう。 神を待て。 私は偉大な救い主である私の神を賛美する。

用語集参照。
または，「小さい山」。
もしかすると，「私の骨を砕くかのように」。


^  （詩 42:1-4） 水の流れを慕う鹿のように， 神よ，私はあなたを慕います。  2 私は神を，生きている神を求める。 渇きを覚えた人のように。 いつ私は神の前に出られるのだろうか。  3 昼も夜も涙が私の食物となる。 人々は一日中，「おまえの神はどこにいるのか」と私をあざける。  4 過去のことを私は思い出し，気持ちを全て神に伝える。 私はかつて群衆と共に歩いた。 前を行ってゆっくり歩いた。神の家に向かって。 祭りを祝い，喜びと感謝の声を上げる群衆と共に。



^  （詩 42:5） なぜ私は絶望しているのだろう。 なぜ心がかき乱されているのだろう。 神を待て。 私は偉大な救い主を賛美する。



^  （詩 42:8） 昼，エホバは私に揺るぎない愛を示してくださる。 夜，私は神について歌い，命を与えてくださった神に祈る。



^ （ヨナ 2:1， 2） ヨナは魚の腹の中でエホバ神に祈った。 2 こう言った。 「苦難のさなか，私はエホバに向かって叫びました。 神は答えてくださいました。 墓*の底*から，私は助けを求めて叫びました。 あなたは私の声を聞いてくださいました。

ヘブライ語，シェオル。用語集参照。
直訳，「腹」。


^  （ヨナ 2:1， 2） ヨナは魚の腹の中でエホバ神に祈った。 2 こう言った。 「苦難のさなか，私はエホバに向かって叫びました。 神は答えてくださいました。 墓*の底*から，私は助けを求めて叫びました。 あなたは私の声を聞いてくださいました。

ヘブライ語，シェオル。用語集参照。
直訳，「腹」。


^ （ロマ 8:26， 27） さらに聖なる力も，弱い私たちを助けてくれます。祈るべきなのに何を祈り求めればよいのか分からないとき，私たちの声にならない*うめきと共に，聖なる力が願い出てくれるのです。 27 心を調べる方は，聖なる力による言葉の意味を知っています。聖なる力は神の意志に沿って聖なる人たちのために願い出ているからです。

または，「言葉にならない」。


^  （ロマ 8:26， 27） さらに聖なる力も，弱い私たちを助けてくれます。祈るべきなのに何を祈り求めればよいのか分からないとき，私たちの声にならない*うめきと共に，聖なる力が願い出てくれるのです。 27 心を調べる方は，聖なる力による言葉の意味を知っています。聖なる力は神の意志に沿って聖なる人たちのために願い出ているからです。

または，「言葉にならない」。


^  （詩 18:0-50） 指揮者へ。エホバに仕えるダビデによる。サウルと全ての敵の手からエホバに助け出された日に，エホバに向かって歌った。 18 私の力，エホバ，私はあなたに愛情を抱いています。  2 エホバは私の大岩，私のとりで，私を助け出す方。 私の神は私の岩。私が身を寄せる方。 私の盾，救いの角*，安全な避難所*。  3 私は賛美されるべき方エホバに呼び掛け， 敵から救われる。  4 死の綱が私に巻き付き， どうしようもない人たちの激流に私はおびえた。  5 墓*の綱が私に絡み付き， 死のわなに私は直面した。  6 苦難の時に私はエホバに呼び掛けた。 私の神に助けを求めて叫び続けた。 神殿にいる神が私の声を聞いてくださった。 助けを求める叫びが神の耳に届いた。  7 すると地面は揺れ，震動し始め， 山々は土台からぐらついた。 神の怒りで揺れ動いた。  8 神の鼻から煙が立ち上り， 口から焼き尽くす火が出た。 神のもとから炭火が燃え上がった。  9 神は天を押し曲げて降りてきた。 足元には濃い闇があった。 10 神はケルブに乗って飛んできた。 天使*の翼に乗って素早く降りてきた。 11 そして闇で身を覆い， 暗い雨雲をひとときの住まいとする。 12 神の前が光り， ひょうと燃える炭が雲を突き抜け，降ってきた。 13 エホバは天で雷鳴をとどろかせ始めた。 至高者が声を響かせた。 ひょうと燃える炭と共に。 14 矢を放って敵を散らし， 稲妻を落として混乱に陥れた。 15 川床*が見え，大地の土台があらわになった。 エホバ，あなたが叱りつけたことによって， あなたの鼻から出る突風によって。 16 神は高い所から手を伸ばし， 私をつかんで深い水の中から引き上げてくださった。 17 神は強い敵から助け出してくださった。 私を憎む，私よりも強い人たちから。 18 私の災難の日に，彼らは私に立ち向かってきた。 しかしエホバが支えてくださった。 19 神は私を安全な*場所に連れていってくださった。 私のことを喜び，助け出してくださった。 20 エホバは私の正しさに応じて報い， 私の潔白さに応じて報いてくださる。 21 私はエホバの道を守った。 神を捨てるという悪に陥らなかった。 22 神の法規全てが私の前にあり， 私は神の法令を無視しない。 23 非難されるところがない生き方をして神の前に立ち， 過ちから身を守る。 24 エホバが私に報いてくださいますように。 私の正しさに応じて， 神の前での潔白さに応じて。 25 あなたは，揺るぎない愛を示す人に，揺るぎない愛を示す。 誠実な人に誠実である*。 26 純粋な人に純粋であり*， 不正直な人には鋭い賢さを示す。 27 立場が低い*人を救い， 傲慢な人を卑しめる。 28 エホバ，私のランプをともしてくださるのはあなた。 私の闇を照らす私の神。 29 あなたの助けで，私は略奪隊に突撃できる。 神の力によって，城壁をよじ登れる。 30 真の神の道は完全， エホバの言葉は精錬されたもの。 神のもとに逃れるなら，神は盾となってくださる。 31 エホバのほかに誰が神なのか。 私たちの神以外に誰が岩なのか。 32 真の神が私に力をまとわせ， 私の道を完全にする。 33 神は私の足を鹿のようにし， 高い場所に私を立たせる。 34 神は私の手を戦いのために鍛え， 私の腕は銅の弓を曲げる。 35 あなたは救いの盾を私に与え， 右手で私を支えてくださる。 私が優れた者になれるのはあなたが謙遜だから。 36 あなたは私が進む道を広くしてくださる。 私の足が滑ることはない。 37 私は敵を追跡して追い付く。 一掃するまで帰らない。 38 敵を打ち倒して立ち上がれないようにする。 敵は私の足元に倒れる。 39 あなたは戦う力を私に授け， 敵を私の前に倒れさせる。 40 あなたが私の敵を退却させ*， 私は，私を憎む人たちを消し去る。 41 彼らは助けを求めて叫ぶが，救う者はいない。 エホバに向かって叫んでも，答えはない。 42 私は彼らを風に舞う土ぼこりのように粉々にし， 路上の泥のように投げ捨てる。 43 民が私に言い掛かりをつけても，あなたが助け出してくださる。 あなたは私を国々の長に任命する。 私の知らなかった民が私に仕え， 44 伝え聞いただけで私に従う。 外国人たちはやって来て，私を恐れて頭を下げる。 45 外国人たちは意気をくじかれ*， 震えながらとりでから出てくる。 46 エホバは生きている。 私の岩が賛美されますように。 私の救いの神がたたえられますように。 47 真の神が私のために復讐し， 人々は私に屈服する。 48 神は怒り狂う敵から私を助け出す。 あなたは，攻めてくる人たちよりも上に私を引き上げ， 暴力を振るう人から救ってくださる。 49 それで，エホバ，私は国々であなたをたたえ， あなたの名を賛美して歌う*。 50 神はご自分の王を見事に救う*。 選んだ*者に揺るぎない愛を示す。 ダビデとその子孫に，永遠に。

または，「強力な救い主」。用語集参照。
または，「高台」。
ヘブライ語，シェオル。用語集参照。
または，「風」。
または，「水路」。
または，「広い」。
または，「非難されるところがない人には，非難されるところがない行いをする」。
または，「清い人には清く」。
または，「苦しむ」。
または，「敵の背中を私に与え」。
または，「衰えていき」。
または，「名のために音楽を奏でる」。
または，「に大勝利を収めさせる」。
直訳，「油を注いだ」。用語集の「油を注ぐ」参照。


^  （詩 34:0-22） ダビデによる。アビメレクの前で気が狂ったふりをし，追い出されて去った時。 34 私はいつもエホバを賛美する。 賛美の言葉は絶えず私の口にある。  2 私はエホバを誇りとする。 温厚な人は聞いて，喜ぶ。  3 私と共にエホバをあがめよ。 共に神の名をたたえよう。  4 私が尋ねると，エホバは答えてくださった。 全ての恐れから助け出してくださった。  5 神に目を向ける人の顔は喜びに輝いた。 彼らが恥をかくことはない。  6 立場が低いこの私が呼ぶと，エホバは聞いてくださった。 全ての苦難から救ってくださった。  7 エホバの天使は神を畏れる人たちの周りにとどまり*， 彼らを助け出す。  8 エホバが善い神であることを味わい知れ。 神のもとに避難する人は幸せだ。  9 エホバを畏れよ，神の聖なる人たち。 神を畏れる人は何も不足しない。 10 力がある若いライオンも，飢えに苦しむことがある。 しかしエホバに導きを求める人は，良いものに不足しない。 11 私の子たち，来て，聞きなさい。 エホバへの畏れを教えよう。 12 生きることを喜んでいる人は誰か。 良い日々を長く送りたい人は。 13 それならば，悪を語ってはならない。 欺きを語ってはならない*。 14 悪から離れて善を行え。 平和を願い，追い求めよ。 15 エホバは正しい人に目を留め， 助けを求める彼らの叫びに耳を傾ける。 16 しかし，エホバは悪を行う人に厳しい顔を向ける。 彼らについての記憶を全て地上から消し去るために。 17 正しい人が叫ぶと，エホバは聞いてくださった。 全ての苦難から助け出してくださった。 18 エホバは心が傷ついた人のそばにいる。 打ちのめされた*人を救ってくださる。 19 正しい人は多くの苦難*に遭う。 しかし，エホバがその全てから助け出してくださる。 20 神はその人の骨を全て守る。 1本も折られることはなかった。 21 災難によって悪人は死に至る。 正しい人を憎む者は有罪とされる。 22 エホバはご自分に仕える人の命を救う*。 神のもとに避難する人は誰も有罪とされない。

または，「陣取り」。
または，「舌を悪から，唇を欺きを語ることから守れ」。
または，「落胆した」。
または，「災難」。
直訳，「買い戻す」。


^  （詩 142:0-7） マスキル*。洞窟にいた時のダビデによる。祈り。 142 私は声を上げてエホバに助けを求めます。 声を上げてエホバに恵みを願います。  2 神の前で不安を打ち明けます。 神の前で苦しみを語ります。  3 気が遠くなった*時，あなたに呼び掛けます。 あなたは私が通る道を見守っています。 私が歩く道に，敵がわなを仕掛けます。  4 私の右を見てください。 私のことを誰も気に掛けて*くれません。 逃げ場はなく，気遣ってくれる人もいません。  5 エホバ，助けを求めてあなたを呼びます。 私は言います。「あなたは私の避難所， この地上における私の全て*」。  6 助けを求める私の叫びに注意を払ってください。 私はすっかり弱っています。 迫害する人たちから助け出してください。 その人たちは私より強いからです。  7 牢獄から私を連れ出し， あなたの名を賛美させてください。 私の周りに正しい人が集まりますように。 あなたは私に親切にしてくださるからです。

用語集参照。
または，「力が失われた」。
直訳，「認めて」。
直訳，「私の分」。


^  （詩 141:2） 私の祈りが，あなたに捧げられる香のようになりますように。 両手を上げた祈りが，夕方の穀物の捧げ物のようになりますように。



^  （詩 139:4） 私がまだ言葉を口にしていないのに， エホバ，あなたはすでに私の考えをよく知っています。



^ （申 4:35） あなたにそれらのことが示されたのは，エホバこそ真の神であることをあなたが知るためです。そのほかにはいないのです。



^ （申 8:18） 次のことを思い出しなさい。あなたの神エホバが，力を与えて富を得させてくださっているのであり，それは今日のように，父祖たちに誓った契約を実行するためなのです。



^ （申 32:4） 神は岩のような方で，行うことは完全， 神の道は全て公正である。 決して不公正ではなく，信頼できる神。 正しく，真っすぐな方。



^ （申 32:39） 今こそ知れ，私，この私が神である。 私のほかに神はいない。 私が死なせ，また生かす。 私が傷つけ，そして癒やす。 私の手から救い出せる者はいない。



^ （サム一 2:2） エホバのように聖なる方はいません。 あなたのほかにはいないのです。 私たちの神のような岩はありません。



^ （サム一 2:6， 7） エホバは殺すことも生かす*こともします。 墓*に下らせることも，そこから引き上げることもします。  7 エホバは貧しくすることも裕福にすることもします。 卑しめることも重んじることもします。

または，「生き返らせる」。
ヘブライ語，シェオル。用語集参照。


^ （ルカ 1:46-55） マリアはこう言った。「私はエホバをあがめ， 47 私の心は救い主である神のおかげで喜びにあふれます。 48 神は低い立場にある奴隷の私に目を留めてくださったからです。今後，あらゆる世代の人々が私を幸せな人と言います。 49 強力な神が素晴らしいことをしてくださったからであり，その方の名は聖なるものです。 50 いつの時代も，神はご自分を畏れる人々に憐れみを示されます。 51 神は力強い腕で物事を行い，傲慢な心を持つ者たちを散らされました。 52 権力を持つ人たちをその座から降ろし，身分の低い人たちを高くされました。 53 飢えた人たちを良いもので十分に満たし，裕福な人たちを何も持たせずに去らせました。 54 神はご自分に仕えるイスラエルを助けに来られました。憐れみをお忘れになりません。 55 父祖たちにお告げになった通り，アブラハムとその子孫に憐れみを永久に示されるのです」。



^ （ヨナ 2:3-9） あなたが私を深い所に，大海原のただ中に投げ込むと， 水流が私を巻き込みました。 あなたの荒波が押し寄せてきました。  4 私は言いました。『私はあなたの目の前から追い払われた。 あなたの聖なる神殿を再び見ることなど，どうしてできるだろう』。  5 水が私を巻き込み，命を奪おうとしました。 深い水に覆われました。 海藻が頭に絡まりました。  6 山々の裾に私は沈んでいきました。 私の上で大地のかんぬきが永久に掛けられました。 しかし，私の神エホバ，あなたは私の命を穴から引き上げてくださいました。  7 命が尽きようとしていた時，私が思い出したのはエホバでした。 私の祈りはあなたに，あなたの聖なる神殿に届きました。  8 無価値な偶像を崇拝する人は，揺るぎない愛を示す方*を捨てています。  9 しかし私は，感謝の声を上げ，あなたに犠牲を捧げます。 誓約したことを果たします。 救いはエホバから来ます」。

もしかすると，「自分の揺るぎない愛」。


^ （詩 69:1） 神よ，救ってください。水にのまれて死にそうだからです。



^ （詩 16:10） あなたは私を墓*に放っておかない。 あなたに尽くす*人に墓穴を見させたりはしない*。

ヘブライ語，シェオル。用語集参照。
または，「を揺るぎなく支持する」，「から離れない」。
もしかすると，「が墓で腐敗するのを許さない」。


^ （詩 30:3） エホバ，あなたは私を墓*から引き上げてくださった。 墓穴に下っていかないよう助け，生き続けるようにしてくださった。

ヘブライ語，シェオル。用語集参照。


^ （詩 142:2， 3） 神の前で不安を打ち明けます。 神の前で苦しみを語ります。  3 気が遠くなった*時，あなたに呼び掛けます。 あなたは私が通る道を見守っています。 私が歩く道に，敵がわなを仕掛けます。

または，「力が失われた」。


^ （詩 143:4， 5） 私は気が遠くなり*，心は何も感じません。  5 昔の日々を思い出し， あなたの全ての行いを思い巡らします。 あなたが行った事をひたすらじっくり考え*ます。

または，「力を失い」。
または，「を意欲的に学び」。


^ （詩 18:6） 苦難の時に私はエホバに呼び掛けた。 私の神に助けを求めて叫び続けた。 神殿にいる神が私の声を聞いてくださった。 助けを求める叫びが神の耳に届いた。



^ （詩 3:8） 救うのはエホバ。 あなたはご自分の民を祝福します。（セラ）









研究記事 43




41番の歌 どうか私の祈りを聞いてください



仲間のために祈ることを忘れないでください



「互いのために祈ってください。……正しい人の祈願には大きな力があります」。ヤコブ 5:16




ポイント

仲間のために祈るのが大切なのはどうしてか，どうすればそういう祈りができるか考えます。




 1. エホバに祈りを聞いてもらえるのが素晴らしいことなのはどうしてですか。


あなたの答え



エホバに祈りを聞いてもらえるのは素晴らしいことです。考えてみてください。エホバは天使たちにいろんな仕事を任せています。（詩 91:11）イエスにもとても重い責任を委ねています。（マタ 28:18）では，祈りを聞くことはどうですか。ほかの誰にも任せてはいません。「祈りを聞く方」エホバが自ら耳を傾けてくれます。（詩 65:2）

 2. パウロはどんなことを祈りましたか。


あなたの答え



2 私たちは自分のことを何でも自由にエホバに祈れます。でも，ほかの人のために祈ることも忘れたくありません。パウロは仲間のために祈りました。例えばエフェソスの会衆に，「常に皆さんについて祈っています」と書きました。（エフェ 1:16）パウロは特定の人のためにも祈りました。例えば，テモテにはこう書きました。「私は神に感謝して……います。昼も夜も捧げる祈願の中であなたを思い起こさないことはありません」。（テモ二 1:3）パウロにも，エホバに相談したい悩みや心配事がありました。（コリ二 11:23; 12:7，8）それでも，仲間のために祈ることを忘れませんでした。

 3. ほかの人のために祈るのを忘れてしまうことがあるのはどうしてですか。


あなたの答え



3 私たちはほかの人のために祈るのを忘れてしまうことがあります。どうしてでしょうか。サブリナ姉妹はこう言っています。* 「毎日忙しくて，息つく暇もありません。自分の悩みで頭がいっぱいになって，ついつい自分のことばかり祈ってしまいます」。確かにそうだなと思いますか。きっとこの記事が参考になります。これから，（1）ほかの人のために祈るのが大切なのはどうしてか，（2）どうすればそういう祈りができるか，考えます。

ほかの人のために祈るのが大切なのはどうしてか

4-5. ほかの人のために祈ることには「大きな力」があります。そういえるのはどうしてですか。（ヤコブ 5:16）


あなたの答え



4 ほかの人のために祈ることには「大きな力があ[る]」。（ヤコブ 5:16を読む。）ほかの人のために祈ると，その人の状況は良くなるでしょうか。良くなることもあります。イエスはペテロがもうすぐ，イエスなど知らないと言うことを分かっていました。その上でこう言いました。「私は，あなたの信仰が尽きないように祈願しました」。（ルカ 22:32）パウロも仲間の祈りに力があることを知っていました。それで，ローマで拘禁されていた時，フィレモンに次のように書きました。「私は，あなたたちの祈りにより，自由にされてそちらに行けるようになることを願っています」。（フィレ 22）どうなったでしょうか。程なくしてパウロは自由になり，また伝道できるようになりました。

5 祈ったからといって，エホバに何かをする義務が生まれるわけではありません。でもエホバは，私たちがどれほど強い願いを持っているかに注目していて，祈った通りにしてくれることもあります。それで真剣に祈り，後はエホバを信じて全てお任せすることができます。（詩 37:5。コリント第二 1:11と注釈を参照。）

 6. 誰かのために祈ると，その人についてどう感じるようになりますか。（ペテロ第一 3:8）


あなたの答え



6 ほかの人のために祈ると「温かい思いやり」を育める。（ペテロ第一 3:8を読む。）思いやりとは，人の苦しみを理解し，その苦しみを和らげたいと思う気持ちのことです。（マル 1:40，41）長老のマイケル兄弟はこう言っています。「誰かのことを考えて祈ると，その人がどんな闘いをしているかがよく分かるようになり，愛情が深まります。相手は気付いていないかもしれませんが，その人のことをもっと身近に感じるようになります」。同じく長老のリチャード兄弟もこう言っています。「誰かのために祈ると，その人のためにもっと何かしたいと思うようになります。そして実際に何かしてあげると，祈りがかなえられることに自分も一役買えます」。

 7. ほかの人のために祈るなら，自分の悩みについてどう思えるようになりますか。（フィリピ 2:3，4）（写真も参照。）


あなたの答え



7 ほかの人のために祈ると自分の問題ばかり考えなくて済む。（フィリピ 2:3，4を読む。）サタンが支配している世界に住む私たちは，みんな苦しい目に遭います。（ヨハ一 5:19。啓 12:12）そんな中でも，ほかの人のために祈るようにすれば，「信仰で結ばれた兄弟たちが，同じような苦しみを経験して」いることを覚えていられます。（ペテ一 5:9）開拓者のキャサリン姉妹はこう言っています。「ほかの人のために祈っていると，大変なのは自分だけじゃないんだなと思います。自分の悩みで頭がいっぱいにならずに済みます」。



[image: それぞれに問題を抱えながらも仲間のために祈っている兄弟姉妹。1. 女の子がベッドで祈っている。頭上には，洪水で家を失いボートで避難している家族の画像。2. 前の画像の家族が避難先で祈っている。頭上には，刑務所にいる兄弟の画像。3. 前の画像の兄弟が刑務所で祈っている。頭上には，病院のベッドで寝ている年配の姉妹の画像。4. 前の画像の姉妹が病院で祈っている。頭上には，最初の女の子が，教室で誕生日パーティーに参加せず1人で座っている画像。]

仲間のために祈ると，自分の問題で頭がいっぱいにならずに済む。（7節を参照。）*







誰のために祈れるか

 8. 誰のために祈れますか。


あなたの答え



8 誰のために祈れるでしょうか。いろんな理由で大変な思いをしている人たちのために祈れます。例えば，健康の問題を抱えている人たち，学校で周りの目が気になっても信仰を貫こうと頑張っている若い人たち，加齢と闘っている人たちなどです。家族や政府から反対されている兄弟姉妹のためにも祈れます。（マタ 10:18，36。使徒 12:5）政情不安のために避難を余儀なくされたり，自然災害に遭ったりしている仲間もいます。一人一人を個人的に知っているわけではないかもしれません。でも，そういう仲間のために祈るなら，イエスが教えた通り「互いに愛し合」っていることになります。（ヨハ 13:34）

 9. エホバから責任を与えられている兄弟たちや妻たちのために祈るとよいのはどうしてですか。


あなたの答え



9 エホバから責任を与えられている兄弟たちのためにも祈れます。統治体と援助者，支部委員会，ベテルの監督，巡回監督，会衆の長老，援助奉仕者などです。そういう兄弟たちは私たちのために一生懸命働いてくれていますが，それぞれに心配事を抱えています。（コリ二 12:15）巡回監督のマーク兄弟はこう言っています。「遠くに住んでいる高齢の両親のことがとても気掛かりです。2人ともだいぶ弱ってきました。姉夫婦がよく世話をしてくれていますが，私ももう少しできたらいいのにと歯がゆく感じることがあります」。たとえ兄弟たちがどんな苦労をしているか知らないとしても，忘れずに兄弟たちのために祈るようにしましょう。（テサ一 5:12，13）また，そういう兄弟たちをよく支えている妻たちのためにも祈れます。

10-11. エホバは，幅広くみんなに当てはまる祈りを聞いて喜んでくれますか。


あなたの答え



10 これまで考えてきたように，いろいろな兄弟姉妹のために祈れます。特定の人をイメージせずに，「投獄されている人たちを助けてください」，「家族を亡くした人たちを慰めてください」と祈ることができます。長老のドナルド兄弟はこう言っています。「大変なことを経験している兄弟姉妹がとても多いので，そういう人たちみんなに当てはまるような祈りを捧げることがあります」。

11 エホバはそのような祈りを聞いて喜んでくれるでしょうか。もちろんです。私たちは，仲間の一人一人がどんな悩みを抱えているか全部知っているわけではありません。それで，いろいろな兄弟姉妹に当てはまりそうな祈りを捧げるのは良いことです。（ヨハ 17:20。エフェ 6:18）私たちは「信仰で結ばれた兄弟たち全員を愛し」ているので，そういう祈りをします。（ペテ一 2:17）

特定の人のために祈るとき

12. 仲間の様子によく気を配るとその人のために祈りたくなります。どうしてですか。


あなたの答え



12 よく気を配る。たくさんの人に当てはまるような祈りをするだけでなく，特定の人のために名前を挙げて祈ることもできます。会衆に，病気とずっと闘っている仲間がいますか。学校でのストレスのせいで元気がなくなっている若い人がいますか。「エホバが望む指導と助言によって」子供を育てようと奮闘しているひとり親がいますか。（エフェ 6:4）仲間の様子によく気を配るなら，そういう人たちの気持ちを自分のことのように感じ，祈らずにはいられなくなります。* （ロマ 12:15）

13. どうすれば個人的に知っているわけではない人のことも祈れますか。


あなたの答え



13 名前を挙げて祈る。一度も会ったことがない人のことも，名前を挙げて祈れます。例えば，エリトリア，クリミア，シンガポール，ロシアなどで収監されている兄弟姉妹のために祈ることができます。jw.orgにはそういう仲間の名前が載せられています。* 巡回監督のブライアン兄弟はこう言っています。「収監されている兄弟姉妹の名前を書き出して，声に出して言ってみるようにしています。そうすると，兄弟姉妹の名前をきちんと挙げて祈ることができます」。

14-15. どうすれば仲間のために具体的に祈れますか。


あなたの答え



14 具体的に祈る。先ほどのマイケル兄弟はこんなふうにしています。「jw.orgで収監されている兄弟たちについて読む時，自分がその兄弟だったらどんな気持ちでいるだろうかと考えるようにしています。きっと妻のことが心配で，無事に暮らしていけるよう願うはずです。そうやって考えると，収監されている兄弟たちのためにもっと詳しく祈れるようになります」。（ヘブ 13:3，脚注）

15 収監されている仲間がどんな生活をしているかを思い浮かべてみると，ほかにも祈れることが見つかるはずです。例えば，看守が親切にしてくれるようにとか，自由にエホバを崇拝することを認めてくれるようにと祈れます。（テモ一 2:1，2）また，地元の兄弟姉妹が，収監されている仲間の強い信仰から力をもらえますように，とも祈れます。刑務所での兄弟姉妹の良い振る舞いを見た人たちが聖書に興味を持ってくれますように，とも祈れます。（ペテ一 2:12）ほかにもいろんな逆境に耐えている兄弟姉妹のためにも，それぞれの状況を想像しながら具体的に祈れます。よく気を配り，名前を挙げ，具体的に祈るようにすれば，「仲間や他の人全てをいっそう愛」していることになります。（テサ一 3:12）

祈る時に覚えておきたいこと

16. 祈る時，どんなことを覚えておくとよいですか。（マタイ 6:8）


あなたの答え



16 ここまで考えてきたように，祈って状況が変わることもありますが，いつもそうなるとは限りません。祈る時，覚えておきたいことがあります。私たちは，エホバが知らないことを教えるために祈っているわけではありません。どうするのが一番いいか，エホバにアドバイスするべきでもありません。私たちが何を必要としているか，私たちが気付く前からエホバは知っています。（マタイ 6:8を読む。）であれば，ほかの人のために祈るのはどうしてでしょうか。幾つか理由を考えてきましたが，ほかにもあります。仲間のことを心から思っているからです。愛しているので，祈らずにはいられなくなります。そうやって愛の気持ちからお互いのために祈っている様子を見て，エホバは喜んでくれます。

17-18. 仲間のために祈るとよいのはなぜですか。例えで説明してください。


あなたの答え



17 確かに，祈っても状況が変わっていないように見えることもあります。それでも，仲間を心から思って捧げる祈りをエホバはうれしく思います。例えで考えてみましょう。ある家族に，小さな男の子と女の子がいます。男の子が病気になって寝込んでしまいます。女の子がお父さんにこう言います。「パパ，お兄ちゃん，すごく苦しそう。助けてあげて！」もちろん，父親は息子の病気に気付いていて，すでにいろんなことをしてあげています。それでも，父親はお兄ちゃん思いの娘が必死でお願いしてくる様子を見てうれしく思うはずです。

18 同じように，エホバは私たちが互いのことを思い，互いのために祈ることを願っています。そんなふうに祈ると，仲間を深く愛し気に掛けていることがエホバに伝わり，エホバは喜んでくれます。（テサ二 1:3。ヘブ 6:10）祈りには大きな力があります。祈ることで状況が変わることもあります。それで，互いのために祈ることを決して忘れないようにしましょう。



何を学びましたか


	   祈りには「大きな力」がある，とはどういうことですか。


あなたの答え
 




	   どんな人たちのために祈れますか。そうするのはどうしてですか。


あなたの答え
 




	   どうすれば，特定の人のために具体的に祈れますか。


あなたの答え
 











101番の歌 一致して共に働く



^  一部の名前は変えてあります。


^  jw.orgで，「清水武: エホバは『祈りを聞く方』」の動画をご覧ください。


^  jw.orgで「信仰ゆえに投獄されているエホバの証人 国別データ」を調べると，収監されている兄弟姉妹の名前が分かります。




^  写真や挿絵: それぞれ問題にぶつかっている兄弟姉妹が仲間のために祈っている。






^ （ヤコ 5:16） ですから，互いに罪を告白し，互いのために祈ってください。そうすれば癒やされます。正しい人の祈願には大きな力があります。



^  （詩 91:11） 神はあなたのために天使たちに命令を出し， あなたがどこに行こうともあなたを守らせる。



^  （マタ 28:18） イエスは近づいて，こう話した。「私には天と地における全ての権威が与えられています。



^  （詩 65:2） 祈りを聞く方，あなたのもとにあらゆる人が来ます。



^  （エフェ 1:16） いつも皆さんのことを神に感謝しています。常に皆さんについて祈っています。



^  （テモ二 1:3） 私は神に感謝しており，良心にやましいところなく，父祖たちがしたように神に神聖な奉仕をしています。昼も夜も捧げる祈願の中であなたを思い起こさないことはありません。



^  （コリ二 11:23） 彼らはキリストの奉仕者ですか。私は狂人のように言いますが，私の方がはるかに優れた奉仕者です。私の方がたくさん働き，多く拘禁されました。数え切れないほど殴打され，何度も死にかけました。



^  （コリ二 12:7， 8） 特別な啓示を受けたということで過大評価してほしくないのです。 私は，思い上がることがないよう，体に1つのとげを刺されました。それはサタンの使いであり，私が思い上がらないよう，いつも平手打ちをしてきます。 8 私は，このとげがなくなるようにしていただきたいと3度主に懇願しました。



^ （ヤコ 5:16） ですから，互いに罪を告白し，互いのために祈ってください。そうすれば癒やされます。正しい人の祈願には大きな力があります。



^  （ヤコ 5:16） ですから，互いに罪を告白し，互いのために祈ってください。そうすれば癒やされます。正しい人の祈願には大きな力があります。



^  （ルカ 22:32） しかし私は，あなたの信仰が尽きないように祈願しました。立ち直った後は，兄弟たちを力づけなさい」。



^  （フィレ 22） ついでながら，私が泊まれる所も用意してください。私は，あなたたちの祈りにより，自由にされてそちらに行けるようになることを願っています。



^  （詩 37:5） あなたの道をエホバに委ね*，神に頼れ。 神があなたのために行動してくださる。

直訳，「の上に転がし」。


^  （コリ二 1:11） 皆さんも，私たちのために祈願をすることによって，私たちを助けてください。多くの人の祈りのおかげで私たちは神から恵みを受けることができ，私たちのことで多くの人が感謝の祈りを捧げるでしょう。



^ （ペテ一 3:8） 最後に，皆が，一致した考え*，仲間をいたわる気持ち，兄弟愛，温かい思いやりを持ち，謙遜であってください。

または，「同じ考え方」。


^  （ペテ一 3:8） 最後に，皆が，一致した考え*，仲間をいたわる気持ち，兄弟愛，温かい思いやりを持ち，謙遜であってください。

または，「同じ考え方」。


^  （マル 1:40， 41） また，重い皮膚病の男性がイエスの所に来て，ひざまずいて嘆願し，「あなたは，お望みになるだけで，私を癒やす*ことができます」と言った。 41 イエスはかわいそうに思い，手を伸ばして男性に触り，「そう望みます。良くなりなさい」と言った。

または，「清くする」。


^ （フィリ 2:3， 4） 対抗心を抱いたり，自己中心的になったり*してはなりません。謙遜になり*，自分より他の人の方が上だと考えてください。 4 自分のことばかり考えずに，他の人のことにも気を配りましょう。

または，「うぬぼれたり」。
または，「自分を低く見て」。


^  （フィリ 2:3， 4） 対抗心を抱いたり，自己中心的になったり*してはなりません。謙遜になり*，自分より他の人の方が上だと考えてください。 4 自分のことばかり考えずに，他の人のことにも気を配りましょう。

または，「うぬぼれたり」。
または，「自分を低く見て」。


^  （ヨハ一 5:19） 私たちが知っている通り，私たちは神から出ていますが，全世界は邪悪な者*の支配下にあります。

サタンのこと。


^  （啓 12:12） それで，天とそこに住む者たち，喜びなさい！ 地と海には災いが降り掛かります。悪魔が，自分に残された時が短いことを知り，大きな怒りを抱いてあなた方の所に下ったからです」。



^  （ペテ一 5:9） 揺るぎない信仰を持ち，悪魔に立ち向かってください。ご存じの通り，世界中にいる，信仰で結ばれた兄弟たちが，同じような苦しみを経験しています。



^  （マタ 10:18） そして，あなたたちは私のために総督や王の前に連れていかれます。その人たちと異国の人々に証言するためです。



^  （マタ 10:36） 自分の家の人たちが敵になるのです。



^  （使徒 12:5） ペテロは牢屋に入れられていたが，会衆はペテロのために熱烈に神に祈っていた。



^  （ヨハ 13:34） 私はあなたたちに新しいおきてを与えます。それは，互いに愛し合うことです。私があなたたちを愛した通りに，あなたたちも互いを愛しなさい。



^  （コリ二 12:15） 私は喜んで皆さんのために尽くし，何もかも差し出します*。私は皆さんをこんなにも愛しているのに，それほどには愛されないのでしょうか。

または，「使い尽くされるつもりです」。


^  （テサ一 5:12， 13） 兄弟たち，次のことをお願いします。皆さんの中で一生懸命に働き，主に仕えつつ皆さんを監督し助言を与えている人たちに，敬意を払ってください。 13 そして，よく働いているその人たちに愛と深い思いやりを示してください。誰とでも平和な関係でいるようにしましょう。



^  （ヨハ 17:20） 私は，この人たちだけでなく，彼らの言葉によって私に信仰を持つ人々についてもお願いします。



^  （エフェ 6:18） あらゆる種類の祈りと祈願を捧げ，どんな時も聖なる力に導かれつつ祈りましょう。祈ることを常に意識し*，いつも聖なる人たち全てのために祈願を捧げましょう。

または，「祈りのために目を覚ましていて」。


^  （ペテ一 2:17） あらゆる人を敬い，信仰で結ばれた兄弟たち全員を愛し，神を畏れ，王を敬ってください。



^  （エフェ 6:4） 父親は，子供をいら立たせないようにし，エホバが望む指導と助言によって育ててください。



^  （ロマ 12:15） 喜ぶ人と一緒に喜び，泣く人と一緒に泣きましょう。



^  （ヘブ 13:3） 捕らわれている人たちのことを覚えていてください。自分たちも一緒に捕らわれているかのようにです。また，虐待されている人たちのことも覚えていてください。皆さんも同じ体を構成しているから*です。

もしかすると，「自分たちも一緒に苦しんでいるかのように」。


^  （テモ一 2:1， 2） 私はまず次のことを勧めます。あらゆる人について，祈願や，嘆願の祈りや，感謝の祈りを捧げることです。 2 王や高い地位にいる人たちについてもです。そうすれば，私たちは神への専心を貫き，常に誠実に，平和で穏やかな生活をしていけるでしょう。



^  （ペテ一 2:12） 世の人々の中でいつも立派に行動してください。そうすれば人々は，皆さんのことを悪人だと非難していても，皆さんの立派な行動を見て，検分の日に神をたたえるようになるでしょう。



^  （テサ一 3:12） また，主が皆さんの愛を満ちあふれさせてくださり，皆さんが仲間や他の人全てをいっそう愛するようになりますように。私たちが皆さんを愛しているのと同じようにです。



^ （マタ 6:8） 異国の人々のようであってはなりません。天の父は，あなたたちが求める前から，必要とするものを知っているのです。



^  （マタ 6:8） 異国の人々のようであってはなりません。天の父は，あなたたちが求める前から，必要とするものを知っているのです。



^  （テサ二 1:3） 兄弟たち，私たちは皆さんについて，いつも神に感謝せずにはいられません。それは適切なことです。皆さんの信仰が大いに成長し，一人一人がいっそう愛し合うようになっているからです。



^  （ヘブ 6:10） 皆さんはこれまでずっと聖なる人たちに仕え，今も仕え続けています。そのようにして，神の名を愛していることを示してきました。神は不公正な方ではないので，そうした働きや愛を忘れたりはされません。








統治体の新しいメンバー



2024年10月5日の年次総会で，ジョディー･ジェドリー兄弟とジェイコブ･ラムフ兄弟がエホバの証人の統治体で奉仕するよう任命されたというお知らせがありました。長年，エホバに心を込めて仕えてきた兄弟たちです。
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ジョディー･ジェドリーと妻のダマリス





ジェドリー兄弟はアメリカのミズーリ州で生まれ，エホバの証人の両親に育てられました。兄弟はエホバの証人が少ない地域に住んでいたので，伝道を助けるためにいろいろな所から来ていた兄弟姉妹と知り合う機会がありました。みんなが愛にあふれ，仲良くしているのを見て，心を動かされました。兄弟は1983年10月15日にバプテスマを受けました。10代前半の時でした。伝道をとても楽しんでいた兄弟は，高校を卒業した後，1989年9月に開拓奉仕を始めました。

子供の頃，両親はよく兄弟と妹をベテル見学に連れていってくれました。2人ともベテル奉仕を目指すようになり，その夢をかなえることができました。兄弟は1990年9月にウォールキル･ベテルで奉仕を始め，クリーニング部門やメディカル部門で働きました。

その頃，近くのスペイン語会衆が大きくなり，兄弟たちがもっと必要とされるようになりました。それで兄弟もスペイン語会衆に移り，スペイン語を勉強し始めました。しばらくして，同じ巡回区の開拓者のダマリス姉妹と出会い，2人は結婚し，一緒にベテル奉仕をするようになりました。

2005年，兄弟姉妹は親を世話するためにベテルを離れます。2人は正規開拓奉仕をし，兄弟は開拓奉仕学校で教えたり，医療機関連絡委員会や地区建設委員会で奉仕したりしました。

2013年にジェドリー兄弟姉妹はウォーウィックの建設プロジェクトに呼ばれました。それ以来，2人はパタソンやウォールキルのベテルで奉仕してきました。兄弟は支部設計建設部門やホスピタル･インフォメーション･サービスで働き，2023年3月には奉仕委員会の援助者に任命されました。これまでの奉仕を振り返って，兄弟はこう言っています。「新しい奉仕をすることになると，自分にはできるんだろうか，という気持ちになります。でもそういう時こそ，エホバに頼ることが大切です。エホバは何にでもならせることができる方だからです」。
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ジェイコブ･ラムフと妻のインガ





ラムフ兄弟はアメリカのカリフォルニア州で生まれました。兄弟が子供の頃，母親はエホバの証人の活動を休んでいましたが，兄弟に聖書について教えてくれました。兄弟は毎年エホバの証人の祖母の所に遊びにいっていて，祖母と時間を過ごしているうちに，聖書についてもっと学びたいと思うようになりました。それで13歳の時に聖書レッスンを始めます。バプテスマを受けたのは1992年9月27日，10代の時です。母親はエホバの証人としての活動を再開し，父親や弟や妹も聖書を学んでエホバの証人になりました。

周りの開拓者が楽しそうに奉仕している様子を見ていたラムフ兄弟は，高校を卒業した後，1995年9月から開拓奉仕を始めました。2000年には，伝道者がもっと必要とされているエクアドルに引っ越しました。そこでカナダから来ていた開拓者のインガ姉妹と出会い，結婚しました。結婚後はエクアドルの伝道者が少ない町で奉仕しました。今ではそこに会衆があり，伝道者がたくさんいます。

やがて2人は特別開拓者になり，巡回奉仕も楽しみました。2011年にはギレアデ132期に招待され，卒業後は世界のいろいろな場所でベテル奉仕，宣教者奉仕，巡回奉仕をしました。兄弟は王国福音伝道者のための学校でも教えました。

コロナのパンデミックのため，ラムフ兄弟姉妹はアメリカに戻ることになりました。2人はウォールキル･ベテルで働き，兄弟は奉仕部門でトレーニングを受けました。その後2人はエクアドル支部で奉仕することになり，兄弟は支部委員会で働きました。2023年にはウォーウィックに移り，2024年1月，兄弟は奉仕委員会の援助者に任命されました。兄弟はこれまでを振り返ってこう言っています。「本当に大切なのは，どこで奉仕するかではなく，一緒に働く仲間です」。

一生懸命働いている兄弟たちに，私たちは心から感謝しています。「いつも敬ってください」という言葉の通りにしたいと思います。（フィリ 2:29）



現在，天に行くよう選ばれた11人の兄弟たちが統治体として奉仕している。ジェフリー･ウィンダー，ケニス･クック･ジュニア，マーク･サンダーソン，デービッド･スプレーン，ジョディー･ジェドリー，ジェフリー･ジャクソン，サミュエル･ハード，ゲージ･フリーグル，ジェイコブ･ラムフ，ゲリト･レッシュ，スティーブン･レット。







^ （フィリ 2:29） 主に従う人を迎える時に皆さんがいつもしているように，エパフロデトを温かく歓迎してください。そして，彼のような人をいつも敬ってください。








やってみよう

聖書を毎日欠かさず読むために



忙しい毎日を送っているので聖書を読む時間を取るのが大変だ，と思うことがありますか。（ヨシュ 1:8）こんな工夫ができます。

	  リマインダー機能を使う。スマホやタブレットに，「聖書を読む」という通知が来るように設定しておきます。



	  目に付く所に聖書を置く。印刷版の聖書を使っているなら，毎日目に触れる場所に置いておきます。（申 11:18）



	  オーディオ版を聞く。毎日必ずすることをやりながら聞くようにします。タラという母親は開拓をしていて，夜勤もしています。こう言っています。「家事をしながらオーディオ版の聖書を聞くことで，毎日聖書の言葉に触れることができています」。



	  諦めずに続ける。計画通りには読めなくても，寝る前に数節読むことはできます。少しだけでも毎日読むことには大きな意味があります。（ペテ一 2:2）











^ （ヨシュ 1:8） この律法の書について語るのをやめて*はいけない。あなたはそれを昼も夜も小声で読ま*なければいけない。そこに記されている全てのことを注意深く守るためである。そうすればあなた*は成功し，賢く行動できる。

直訳，「書が口から離れて」。
または，「思い巡らさ」。
直訳，「あなたの道」。


^ （申 11:18） これら私の言葉を自分の心と思いに刻み，それを思い起こすために手に結ばなければなりません。それを額*にある帯のようにすべきです。

直訳，「目の間」。


^ （ペテ一 2:2） 神の言葉にある，不純物のない*乳を，生まれて間もない子供のように強く求める気持ちを育んでください。その乳によって成長し，救われるためです。

または，「純粋な」。
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^ ***喜歌 111番 喜びはあふれる***
111番
喜びはあふれる
（マタイ 5:12）
1. エホバの祝福に心は高鳴る
神を愛する人 仲間に加わる
神の言葉からの教え日々受けて
信仰強くなり喜び高まる
喜びの炎は心に燃え立つ
苦難の中でさえ消えることはない
（※ 繰り返し）
エホバは喜び 私の喜び
心からたたえよう
偉大なエホバを
2. 美しい地球にあふれる命も
広大な宇宙もエホバをたたえる
さあ伝えていこう 明るい未来を
王国の祝福 世界に告げよう
永遠の喜び いよいよ近づく
暗い夜は明けて全てが輝く
（※ 繰り返し）
エホバは喜び 私の喜び
心からたたえよう
偉大なエホバを
（申 16:15; イザ 12:6; ヨハ 15:11も参照。）



^ ***喜歌 155番 喜びは永遠に***
155番
喜びは永遠に
（詩編 16:11）
1. 星たちまたたく 夜の空
木陰に差し込む 陽の光
エホバがその手ですべてを造った
愛込めて
（※ 繰り返し）
あなたの創造 あなたの約束 心が躍る
あなたからの愛 永遠にあふれ
この喜びに終わりはない
2. 喜びの理由 数え上げ
心に感じる 生きる意味
永遠を思い 希望が広がる
その先に
（※ 繰り返し）
あなたの創造 あなたの約束 心が躍る
あなたからの愛 永遠にあふれ
この喜びに終わりはない
独り子が命を差し出し
永遠の歓喜を実現させた
（※ 繰り返し）
あなたの創造 あなたの約束 心が躍る
あなたからの愛 永遠にあふれ
この喜びに終わりはない
（※ 繰り返し）
あなたの創造 あなたの約束 心が躍る
あなたからの愛 永遠にあふれ
この喜びに終わりはない
（詩 37:4; コリ一 15:28も参照。）



^ ***塔08 7/15 29–32ページ 道理にかなった見方を培い，喜びを保つ***
道理にかなった見方を培い，喜びを保つ
「また，できなかった」と言ったことはありませんか。やり始めた事柄を成し遂げられなかった，ということはよくあるものです。若いクリスチャンの母親であれば，赤ちゃんの世話に追われて霊的な事柄のために時間が取れず，がっかりしてそう言うかもしれません。あるいは，育った家庭環境ゆえに自信が持てず，自分は会衆内であまり良い働きができていないと思う人もいるかもしれません。高齢の人たちの中には，昔は体力があって自由に動けたのに今はクリスチャンの活動に十分参加できず，落胆する人もいるでしょう。また，家庭の事情ゆえに，望むほどはエホバに奉仕できないクリスティアンという女性は，「開拓奉仕を励ます話を聞くと，涙がこみ上げてくることがあります」と語ります。
では，そのような気持ちにどう対処したらよいのでしょうか。自分の状況について現実的な見方を培うことのできた兄弟姉妹もいますが，どのようにしたのでしょうか。自分のできる事柄に対して平衡の取れた見方を持つことには，どんな益がありますか。
道理をわきまえる
使徒パウロは，喜びを保つための一つのかぎについて，こう言いました。「主にあって常に歓びなさい。もう一度言います。歓びなさい！ あなた方が道理をわきまえていることがすべての人に知られるようにしなさい」。（フィリ 4:4，5）神への奉仕において喜びと満足を味わうには，自分の能力と状況に照らして，道理にかなった見方を培う必要があります。無理な目標を定めて何が何でも達成しようとすれば，自らに過度の緊張を強いることになります。逆に，自分を甘やかし過ぎないように注意する必要もあります。自分の限界を決めてしまい，それを言い訳にして宣教奉仕のペースを必要以上に落とすべきではありません。
エホバがわたしたちに求めておられるのは，置かれている状況で最善を尽くすこと，つまり，魂と心のこもった奉仕をすることです。（コロ 3:23，24）もし最善を尽くしていないとすれば，エホバへの献身にふさわしく生きているとは言えないでしょう。（ロマ 12:1）また，魂のこもった奉仕を行なうときの深い満足や真の喜びなど，豊かな祝福も得られないでしょう。―箴 10:22。
聖書中で「道理をわきまえている」と訳される語には，思いやりのあるという考えが含まれており，字義どおりには『すぐに応じる』という意味があります。（ヤコ 3:17，脚注）この語には，厳し過ぎないという意味合いもあります。ですから，道理をわきまえていれば，自分の状況に対して平衡の取れた見方ができます。それは難しいことでしょうか。そう思う人もいます。他の人に対しては思いやりのある見方ができても，自分に対しては難しいのです。例えば，親しい友人が何かのことで頑張り過ぎていて疲れ気味に見えるとき，あなたはどうしますか。生活に幾らか調整を加えたほうがよいことを友人が理解するように助けるのではありませんか。同じように，自分自身についても，限界を超えていることを示す兆候が表われているなら，それを認める必要があります。―箴 11:17。
過度な要求をする親に育てられた人の場合，自分の限界について道理にかなった見方をするのが難しいかもしれません。子どものころに，親から愛されるにはもっと多くのことをし，もっと良い子にならなければならない，と感じていた人もいます。そのような人の場合，エホバがわたしたちをどうご覧になるかについても，間違った考え方をするかもしれません。エホバは，心のこもった奉仕をするわたしたちを愛してくださいます。聖書にあるとおり，エホバは「わたしたちの造りをよくご存じであり，わたしたちが塵であることを覚えておられ」ます。（詩 103:14）わたしたちの限界をご存じであり，限界があっても熱心にお仕えするとき愛してくださるのです。神は厳しい現場監督のような方ではありません。そのことを思いに留めているなら，自分の限界を認めやすくなり，自分に期待する事柄に関しても慎み深い態度を保てるでしょう。―ミカ 6:8。
とはいえ，そのような平衡の取れた考え方を身につけるのは難しいと思う人もいます。もしそうであれば，あなたのことをよく知っている経験あるクリスチャンに相談してみるのはいかがですか。（箴 27:9）例えば，正規開拓奉仕を行ないたいと思っていますか。それは素晴らしい目標です。でも，達成するのに問題があるでしょうか。もしかしたら，生活を簡素にするための助けが必要かもしれません。また，信頼できるクリスチャンの友人に相談して，家族に対する多くの責任がある今の状況で開拓奉仕を行なうのが実際的な目標と言えるかどうか，一緒に考えてもらえるかもしれません。その奉仕が自分にとって可能かどうか，あるいはどんな調整をすればよいか，といった点も相談できます。夫の立場にある人も，妻が能力に応じたペースを知るように助けることができます。例えば妻に，活動を増し加える月が始まる前に幾らか休息を取るよう勧めるかもしれません。そのようなアドバイスに従うなら，力を蓄えておくことができ，宣教奉仕において喜びを保てるでしょう。
自分にできる事柄を探す
老齢になったり健康が衰えたりすると，エホバへの奉仕においてできる事柄が幾らか限られるでしょう。親の立場にある人なら，幼い子どもの世話に多くの時間やエネルギーが奪われ，個人研究やクリスチャンの集会からほとんど益を得られないように感じるかもしれません。しかし，自分のできないことばかりに目を向けて，まだ行なえる事柄まで見えなくなる，ということはないでしょうか。
今から数千年前，あるレビ人は実現不可能な願望を抱いていました。神殿で年に2週間奉仕する特権を与えられていましたが，いつまでもずっと祭壇の近くに住んでいたいという殊勝な気持ちを言い表わしたのです。（詩 84:1-3）この忠実な人にとって，満足感を抱くのに何が助けになったでしょうか。たとえ1日でも神殿の中庭で過ごせるのは類まれな特権である，ということを理解したのです。（詩 84:4，5，10）わたしたちも，できないことばかり考えるよりも，できることについて考えて感謝するよう心がけるべきです。
カナダに住むネルランドという姉妹について考えてみましょう。姉妹は車椅子での生活を送っており，宣教奉仕で行なえる事柄が非常に限られていると思っていました。しかし，考え方を変え，近くのショッピングセンターを自分の伝道区域と見るようにしました。こう説明します。「ショッピングセンター内のベンチの近くに車椅子を止めて座っています。ベンチに来て休憩する人たちに証言し，楽しく奉仕しています」。姉妹は，この価値ある奉仕から深い満足感を味わっています。
必要な調整を行なう
ヨットは追い風を帆いっぱいに受けているときは全速力で進むでしょう。しかし，激しい嵐に見舞われたときには，帆を調節しなければなりません。嵐を鎮めることはできなくても，そのような調整を加えてヨットを制御することはできます。同じように，多くの場合，人生で直面する嵐のような状況を鎮めることはできないかもしれません。それでも，体力や知力や感情面の力の用い方を調整して，可能な限り生活の安定性を保つことができます。自分の置かれた新たな状況を考慮に入れるなら，神への奉仕において満足感と喜びを保てるでしょう。―箴 11:2。
幾つかの例を考えてみましょう。体力が限られている人の場合，晩の集会に出席する力を残しておくため，昼間は体力を消耗するような活動を控えたほうがよい，ということに気づくかもしれません。そうすれば，仲間のクリスチャンとの交わりを十分楽しむことができます。あるいは，子どもの具合が悪いために家から家の宣教に参加できない母親は，クリスチャンの姉妹に家に来てもらい，子どもが寝ている間に電話証言を共に行なうのが実際的かもしれません。
自分の今の状況では，集会で扱われる資料をすべて予習するのが難しい，という場合はどうでしょうか。そのようなときには，自分の予習できる量を判断し，できる限り予習するように努めます。当面の目標を調整することによって，活動的でいられ，喜びを保つことができます。
目標を調整するには，決意と努力が必要でしょう。フランスに住む夫婦セルジュとアニエスは，計画を大きく変更しなければなりませんでした。「アニエスが妊娠していることが分かった時，宣教者になりたいという夢は消えてしまいました」とセルジュは言います。元気な二人の娘の父親となったセルジュは，夫婦としてどのように新たな目標を定めたかをこう説明します。「外国で奉仕できなくても，国内で“宣教者”になりたいと思いました。わたしたちは外国語の群れで奉仕し始めました」。新たな目標を定めたことは，良い結果になったでしょうか。「とても会衆の役に立っているように感じます」とセルジュは語っています。
フランスに住むオディールという70代の姉妹は，ひざの変形性関節症を患っており，長時間立っていることができません。そのような健康上の問題ゆえに家から家の宣教に参加できず，気落ちしましたが，あきらめたりはしませんでした。自分の活動に調整を加えて，電話証言を行なうことにしたのです。「思っていたよりも簡単で楽しい奉仕です」と述べています。こうして，宣教奉仕に対する意欲を取り戻したのです。
道理にかなった見方は，祝福につながる
自分のできる事柄に対して道理にかなった見方を培うなら，多くのいら立ちを経験せずに済みます。平衡の取れた目標を設けることにより，限界があっても達成感を味わえます。できることがわずかであっても，成し遂げたことを喜べるのです。―ガラ 6:4。
自分のできる事柄について平衡の取れた見方を持てるようになると，仲間のクリスチャンに対してもいっそう思いやりを示せるようになります。他の人にも限界があることを知っていれば，してくれた事柄をいつも感謝することでしょう。助けてもらったとき感謝を表わすなら，協力の精神が強められ，互いに対する理解も深まります。（ペテ一 3:8）忘れないでください，愛ある父エホバは，わたしたちにできる以上の事柄を求めたりされません。わたしたちは平衡の取れた見方を持ち，達成可能な目標を定めるとき，霊的な活動を通していっそう多くの満足と喜びを味わえるのです。
[29ページの拡大文]
神への奉仕において喜びと満足を味わうには，自分の能力と状況に照らして，道理にかなった見方を培う必要がある
[30ページの図版]
ネルランドは宣教で自分のできることを行ない，喜びを味わっている
[31ページの図版]
“帆の調節”をしましょう
[クレジット]
© Wave Royalty Free/age fotostock
[32ページの図版]
セルジュとアニエスにとって，新たな目標を定めたことは良い結果になった









^ ***喜歌 108番 神の揺るぎない愛***
108番
神の揺るぎない愛
（イザヤ 55:1-3）
1. 愛のエホバ 人々助けて
許しと命の扉を開いた
独り子イエスを世界に与えて
（※ 繰り返し）
命の水がここにあふれる
渇く人たち潤すため
2. 愛のエホバ 王国を立てて
独り子イエスに王座を与えた
地球に平和を取り戻すために
（※ 繰り返し）
命の水がここにあふれる
渇く人たち潤すため
3. 愛のエホバ 人々愛して
温厚な人の心を動かす
生き方を変える 聖なる力で
（※ 繰り返し）
命の水がここにあふれる
渇く人たち潤すため
（詩 33:5; 57:10; エフェ 1:7も参照。）



^ ***喜歌 159番 エホバをたたえる***
159番
エホバをたたえる
（詩編 96:8）
1. 天の父エホバ 永遠の王
賛美と栄光はあなただけのもの
惜しみなく愛を注いでくれる
あなたに私は なにができますか
（※ 繰り返し）
エホバよ 私の歌 聴いてください
あなたを賛美します
熱い心で 命の限り
2. あなたに仕える 栄誉と誇り
胸に抱きしめて語りつづけたい
あなたの導き あなたの力
与えてください どうか永遠に
（※ 繰り返し）
エホバよ 私の歌 聴いてください
あなたを賛美します
熱い心で 命の限り
3. 美しい地球 輝く星も
息をのむほどの驚きに満ちて
すべてはあなたが生み出したもの
その愛と知恵に賛美があふれる
（※ 繰り返し）
エホバよ 私の歌 聴いてください
あなたを賛美します
熱い心で 命の限り
（詩 96:1-10; 148:3，7も参照。）









^ ***喜歌 44番 謙遜な人の祈り***
44番
謙遜な人の祈り
（詩編 4:1）
1. エホバ 祈りを聞いてください
私のこの重荷 深い傷
心は責められ弱り果てる
あなたの恵みが必要です
（※ 繰り返し）
この手をつかんで
助けてください
希望と力を
エホバよ 下さい
2. あなたが記した祈りの書は
声にならない私のうめき
聖書読み信仰強められ
あなたの大きな愛 感じる
（※ 繰り返し）
この手をつかんで
助けてください
希望と力を
エホバよ 下さい
（詩 42:6; 119:28; ロマ 8:26; コリ二 4:16; ヨハ一 3:20も参照。）



^ ***喜歌 45番 心の黙想***
45番
心の黙想
（詩編 19:14）
1. 私の心を巡る考えを
いつでもあなたの知恵で満たしたい
心が疲れて眠れない夜も
正しい思いを抱けますように
2. 清く良いことと高潔なことを
考え続けて安らぎを得たい
あなたの貴い言葉をよく読み
深く考えて守れますように
（詩 49:3; 63:6; 139:17，23; フィリ 4:7，8; テモ一 4:15も参照。）



^ ***聖ガ 26–29ページ エホバ***
エホバ
名前
エホバという名前には「彼はならせる」という意味があると考えられている。
創 1:1，出 3:13-15，詩 102:25，イザ 42:5
エホバは私たちのために何になってくれる？
詩 19:14; 68:5，イザ 33:22; 40:11，コリ二 1:3，4
詩 118:14，イザ 30:20，エレ 3:14，ゼカ 2:5も参照
神の名前が神聖なものとされる（最高の敬意をもって扱われる）ことがとても大切なのはどうして？
詩 83:18，イザ 29:23，エゼ 36:23，ルカ 11:2
全てのものの主権者エホバに従うのは当然であるのはどうして？
啓 4:11; 7:9-12
エホバの称号
威光に輝く神 ヘブ 1:3; 8:1
偉大な教師 イザ 30:20
岩 申 32:4，イザ 26:4
永遠の王 テモ一 1:17，啓 15:3
至高者 創 14:18-22，詩 7:17
主権者である主 イザ 25:8，アモ 3:7
全能者 創 17:1，啓 19:6
大軍を率いるエホバ サム一 1:11
父 マタ 6:9，ヨハ 5:21
エホバはどんな方か
エホバが聖なる方であることはどうして分かる？ エホバが聖なる方であることは私たちにどう影響する？
出 28:36，レビ 19:2，コリ二 7:1，ペテ一 1:13-16
聖書中の例
イザ 6:1-8 預言者イザヤは聖なる方エホバの幻を見て，自分は汚れていると感じたが，セラフに助けてもらい，罪深い人間も神に清いと見てもらえることが分かった。
ロマ 6:12-23; 12:1，2 パウロは，罪を犯す傾向と闘って「神聖な生き方」をするにはどうすればよいかについて書いた。
エホバの力はどれほどすごい？ 何のために力を使う？
出 15:3-6，代二 16:9，イザ 40:22，25，26，28-31
聖書中の例
申 8:12-18 預言者モーセは，良いものがあるのは全てエホバの力のおかげだとイスラエル国民に語った。
王一 19:9-14 エホバは大きな力を見せて，落ち込んだエリヤを元気づけた。
エホバの正しさの基準は絶対に間違いないものだといえるのはどうして？
申 32:4，ヨブ 34:10; 37:23，詩 37:28，イザ 33:22
聖書中の例
申 24:16-22 エホバの公正さにはいつも憐れみと愛が伴っていることが，モーセの律法から分かる。
代二 19:4-7 エホシャファト王は裁判人たちに，人間ではなくエホバの正しさの基準に基づいて裁くようにと言った。
エホバは誰よりも知恵があるといえるのはどうして？
詩 104:24，格 2:1-8，エレ 10:12，ロマ 11:33; 16:27
詩 139:14，エレ 17:10も参照
聖書中の例
王一 4:29-34 エホバは，当時のどんな人よりも深い知恵をソロモン王に与えた。
ルカ 11:31，ヨハ 7:14-18 イエスはソロモンよりもはるかに深い知恵を持っていたが，それがエホバから与えられた知恵だと認めていた。
エホバの性格の本質は愛だとどうして分かる？
ヨハ 3:16，ロマ 8:32，ヨハ一 4:8-10，19
ゼパ 3:17，ヨハ 3:35も参照
聖書中の例
マタ 10:29-31 イエスはスズメの例を出して，エホバが私たち一人一人のことをとても愛し大切に思っていることを教えた。
マル 1:9-11 エホバは天からイエスに語り掛け，愛し，認め，誇らしく思っていることを伝えた。子供はみんなそういう親の愛情を必要としている。
エホバにはほかにどんな魅力的なところがある？
憐れみがある 出 34:6
威光がある 詩 8:1; 148:13
思いやりがある イザ 49:15; 63:9，ゼカ 2:8
輝かしい 啓 4:1-6
変わらないので，信頼できる マラ 3:6，ヤコ 1:17
謙遜 詩 18:35
幸せ テモ一 1:11
親切 ルカ 6:35，ロマ 2:4
辛抱強い イザ 30:18，ペテ二 3:9
全てのことを見ている 代二 16:9，格 15:3
正しい 詩 7:9
始めも終わりもなく，ずっと存在している 詩 90:2; 93:2
平和 フィリ 4:9
豊かに与える 詩 104:13-15; 145:16
揺るぎなく愛する 啓 15:4
エホバ神のことをよく知ると，どうしたいと思う？
申 6:4，5，マル 12:28-32
エホバに仕える
エホバは私たちにできる以上のことを求めたりはしない，といえるのはどうして？
申 10:12，ミカ 6:8，ヨハ一 5:3
聖書中の例
申 30:11-14 エホバがモーセによってイスラエルに与えた律法は，従うのが難しいものではなかった。
マタ 11:28-30 イエスはエホバにとてもよく似ていたので，私と一緒に働けば爽やかになれる，と弟子たちに言えた。
エホバを賛美すべきなのはどうして？
詩 105:1，2，イザ 43:10-12，21
エレ 20:9，ルカ 6:45，使徒 4:19，20も参照
聖書中の例
詩 104:1，2，10-20，33，34 詩編を書いた人は，自然界の素晴らしさについてエホバを賛美した。
詩 148:1-14 自然界のものも天使たちもエホバを賛美している。私たちもそうすべき。
どんな行動をすれば，エホバが褒めたたえられる？
マタ 5:16，ヨハ 15:8，ペテ一 2:12
ヤコ 3:13も参照
エホバと親しくなるのが良いことなのはどうして？
詩 73:28，ヤコ 4:8
エホバと親しくなるには，謙遜に自分を見つめることが必要なのはどうして？
詩 138:6，イザ 57:15
エホバと親しくなるには，聖書を読んでよく考えることが大切なのはどうして？
詩 1:1-3; 77:11-13，マラ 3:16
エホバから学んだことを実際にやってみるのが大事なのはどうして？
ルカ 6:46-49，ヤコ 1:22-25
エホバに隠し事をしてはいけないのはどうして？
ヨブ 34:22，格 28:13，エレ 23:24，テモ一 5:24，25
聖書中の例
王二 5:20-27 ゲハジはうそをついて自分のしたことを隠そうとした。エホバはエリシャにそのうそを見抜かせた。
使徒 5:1-11 アナニアとサッピラは聖なる力を侮ってうそをついたが，うそは見抜かれ，処罰された。









^ ***喜歌 41番 どうか私の祈りを聞いてください***
41番
どうか私の祈りを聞いてください
（詩編 54編）
1. 私の神エホバ あなたに歌います
どうか聞いてください
あなたへの賛美を
2. あなたの親切と気遣い数えます
どうか聞いてください
あなたへの感謝を
3. 力と励ましを信じて歩みます
どうか聞いてください
あなたへの祈りを
（出 22:27; 詩 106:4; ヤコ 5:11も参照。）



^ ***新世ス コリント第二 1:11***
11 皆さんも，私たちのために祈願をすることによって，私たちを助けてください。多くの人の祈りのおかげで私たちは神から恵みを受けることができ，私たちのことで多くの人が感謝の祈りを捧げるでしょう。



^ ***喜歌 101番 一致して共に働く***
101番
一致して共に働く
（エフェソス 4:3）
1. 囲いに集まる羊は楽しむ
一致と平和の満ちる牧場
保とう一致 この絆
神への奉仕を仲良く果たそう
エホバの導き願いながら
2. 一致を求めて親切示せば
喜びあふれて愛が育つ
楽しい一致 この平和
仲間の幸せ強く願うなら
エホバは与える 真の一致
（ミカ 2:12; ゼパ 3:9; コリ一 1:10も参照。）



^ ***イ投 記事1 信仰ゆえに投獄されているエホバの証人 国別データ***
信仰ゆえに投獄されているエホバの証人 国別データ
2025年6月現在，信仰ゆえに投獄されているエホバの証人
国と地域
投獄者数
理由
クリミア
14
宗教活動
エリトリア
64
良心的兵役拒否
宗教活動
非開示
ロシア
158
宗教活動
シンガポール
8
良心的兵役拒否
韓国
1
良心的兵役拒否
ウクライナ
7
良心的兵役拒否
他の国や地域
6以上
宗教活動
合計
258以上
−
「思想，良心及び宗教の自由についての権利」は基本的人権である，と「市民的及び政治的権利に関する国際規約」の第18条は述べています。 ある国々のエホバの証人は，この基本的な権利を与えられず，不当な投獄や残忍な虐待を経験しています。投獄されている人のうちの大半は，宗教的な活動をしたという理由だけで投獄されており，良心的に兵役を拒否したために投獄されている人もいます。
[脚注]
国際連合の世界人権宣言の第18条とヨーロッパ人権条約の第9条もご覧ください。
​​​​​​​
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MESSAGE OF HOPE

WORLD
RECONSTRUCTION

A STANDARD
TO GUIDE THE PEOPLES

UNANIMOUS adoption of
resolution by multitude of Chris-
tians attended with great enthu-
siasm.

JUDGE RUTHERFORD'S
STIRRING ADDRESS IN SUPPORT
OF RESOLUTION

Indianapolis, Indiana, August 80.—
Cadle Auditorfum, with a_ capacity of
12,000, was packed out and great num-
bers turned away when Judge Ruther-
ford spoke this afternoon in support
of a resolution presented to the Conven-
tion of International Bible Students on
the day previous. The resolution was
unanimously adopted by a rising vote
amidst great enthusiasm.

Mr. Robert J. Martin, of New York
clty, acting chairman of the mass meet-
ing, read the resolution which fs set
forth hereln in full and then Introduced

~ Judge Rutherford. The great multitude
_ gave the keenest attention to every word

of the speaker and when he had con-
cluded arose en masse in support of his
position.

The resolution, as its name implies,
Is truly o “message of hope”. It IS
addressed to all peoples of good will
throughout the earth, and emphasizes
the imperative necessity for the peoples’
Informing themselves concerning the di-
vine standard for the reconstruction of
the world.

This “message of hope” bids fair to
stand forth with marked distinction In
the world s a guiding document un-
selfishly appealing to the peoples to look
well to thelr own interests. In his ad-
dress Judge Rutherford emphasizes the
fact that the body of Christians present-
ing the message to the peoples of good
will are seeking neither money nor men.
This alone should commend it to the

candid ‘and favorable consideration of
all In hig address Judge Rutherford
ald: In support of the paper read in your
hearing T desire to submit some proof aml
argument. Preliminary to that I want to
state why this matter is presented to the
people,

The International Biblo Students Associn-
tlon Is not an organization for pecumiary
profit. It s composed of a body of Chris
tians consecrated and devoted to the Lord,
and for this reason claims to0 be g part of
His organization. Its purpose 1s to enlighten,
0 some extent at least, the world with God's
Word of Truth and thercby to bo witnesses
of God. It wolcomes in fellowship all who
Delleve that Jehovah is God and that the Lord
Jesus 18 man's Redeemer, who are devoted to
he Lord and to His cagse. It hias po mem-
bership roll. It secks no membership. It
sollelts neither men nor money. 1t must
terefore bo conceded that its purposes are
unselfish,

It fs mado up of men and women who
Mave come out from all denominations, that
they might serve the Lord with a pure con-
selence and without being hindered by world-
Jy formallsms and manmade creeds. We
hold that it is the duty of each Christian
0 be obedicnt to the commands of the Lord
in calling the attention of all peoples of good
will to the great Divino Plan of salvation.
We aro but in line with our duty in calling
attention to the doctrinos of error, by which
the enemy has blinded the people.” We have
the kindest feeling toward all men, whether
they agree with us or not, but we canmot be
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MESSAGE OF HOPE
To All Peoples of Good Will:

The International Bible Students In General Convention assembled send greetings:

When In the course of human affalrs the nations have reached a condition of extremity it s due time that
the peoples give consideration to the indueing causes, to the proffered remedies and to the true remedy. We
humbly invite consideration of thls message to the end that the peoples might fiud consolation therein and hope |
for thelr future welfare,

For centuries man has been the victim of oppression, war, famine, sickness, sorrow and death. At all

times he has desired peace, prosperity, health, life, liberty aud happiness. g

World powers, sclence avd philosophy, commerce and religlon, have each In turn offered thelr respective:
remedies for man's relief. In the name and under the guise of democracy, these combine in offering thelr
Jolnt and several powers to meet the requirements of man. Together they claim to be the sunlight of the world,
holding forth all the light that shines to enlighten and guide the human race.

Intrigue, duplicity and trickery are freely resorted to by the political and commercial powers; science and
Philosophy are marked by vanity and self-sufficiency; while the religionists, both Cathollc and Protestant, are
conspicious by their arrogance, self-conceit, Implety and ungodliness. Therefore it is apparent that the remedics
offered by any and all of these aforementioned elements are valn, impotent and powerless to satisty man's desire.

Catholiclsm claims and assumes that which Justly belongs exclusively to God. Modernists deny God, deny
His Word and His Plan of redemption and offer blind force as a remedy for man's undone condition. Funda-
mentalists while professing to believe the Bible by thelr course of action deny the same. They teach false and
God dishonoring doctrines and together with Catholies and Modernists are allied with the political and commer-
cial powers of the world in blasphemously claiming the ability to establish God's kingdom on earth. All of
these have combined under Satan thelr superlord, to push God into a corner and to dishonor His name.

The results are that the peoples aré smarting under the oppressive weight of commercial profitcers and
their allies, have lost faith in their political leaders ang nv longer have respect for the religionists who have
misled them. Being guided by the false light of such an ungodly and unholy alliance, the peoples have fail-
en into dovkness, They are like lost sheep scattered upon the mountain tops without a shepherd and are
without food and shelter and are made the prey of wild beasts.

The causes for this deplorable condition are that man by reason of original sln fell from perfection; and |

that Satan the enemy of God and all righteousness 1s the invisible ruler or god of this evil world and by his
various ngencics has turned the minds of many peoples away from God and from His truth.

The greatest crisis of the ages is impending and about to fall, because the old world has ended ‘and Satain's
lease of power is done. Knowlng this, and that Bis time Is short, the Devil is trylng to overwhelm the pples
with a_great flood of false and deceptive doctrines and to turn their minds completely away from Jehovah.
The time has come for God to make for Himself a name fn the earth and for the peoples to knoy the Teuth
concerning the Divine Plan, which is the only means of salvation for the world. ...

Therefore, in the name 9d In the spirit of the Lord, the Standard :tfngog‘fzqhth d Righteo m &;;‘é;g‘}
lifted up against the enemy and for the benefit of the peoples, which standard fs, to wit: .

“That Jehovah is the only true God, the Most High, the Almighty, the author and finisher of HIs great plan
for the salvation of man, and Is the rewarder of all that diligently seek and obey Him; that the Bible Is His
revealed Word of Truth; that His beloved Son Christ Jesus is the Redeemer and Deliverdr of mankind and, true
to His promise, has come to rule and bless the peoples: that the present turmoll, distress and perplexity of the
nations is in fulfilment of prophecy, proving that Satan’s empire !s breaking down and that the Lord of Right-
eousness Is taking possession; that the Lord Jesus is now establishing His righteous government and will sweep
away Satan's stronghold of lles, lead the peoples into the true light and judge the world in righteousness and
the peoples with His truth; and that His kingdom of righteousness Is the only remedy for the ills of humankind.

We confidently appeal to the peoples to rally to the Divine Standard of Truth thus lifted up and thereby learn
the way that leads to life and happiness. . We eall upon all the peoples of good will of every nation, kindred
and tongue, to discard the errors Invented by the enemy Satan and for many years taught by man, and to
receive and believe the Divine Plan for salvation as set forth in the Scriptures. L.

God's kingdom for which the peoples have long prayed is at hand. It alone can and will establish and
stabilize the world o that it cannot be moved. Its ensizn of righteousness is the Standard now lifted up for
the people. Christ Jesus, as glorified king and great executive officer of Jehovah God, has become the rightful
ruler of the world. Let the peoples receive, believe and obey Him and His laws of righteousness. All who 80 do
aré certain to recelve the blessings of peace, prosperity, health, life, liberty and eternal happiness.

Dated Indianapolis, Aug. 29, 1925,

God's message of truth.

It 15 our desire to|They aid worship Him. Lucifer knew theso|and that obedienco and righteousness load

plainly and kindly state the truth to the
Peoples aud let each one judge for himself
whether he will reject it or believe it and
ablde by it. We do not claim to be all the
Hght of the world but we endeasor to raise
and hold forth the Word of God and His
beloved Sox and His kingdom which consti-
tuto Tae light by which all men must be
enlightened.

Why the world has reached a great crisls
and why there s such strife of tongues con-
cerning_ politics, commerce, religious and
soclalaflairs is fmportant to all. Every
person who thinks should want to know.

As a basis for this argument I refer to the
words of the prophet of God who, speaking
concerning this time, said : “When the enemy
shall come in like a fiood, the spirit of the
Lord shall lift up a standard against him.”
That time has now come. The enemy of man-
kind is Satam, the Devil. Heo is now flooding
the minds of the peoplo with that which I
injurious to thelr welfare. His organization
includes _divers and numerous agencles
through which ho operates. A knowledge of
theso facts and a_knowledge of God's pro-
vislon for man's blessing is absolutely essen-
tial to his protection at this time.

When God had planted a_garden in the
eastward of Eden He made a perfect man and
& perfect woman and pot them there. He
appointed Lucifer as overlord to safeguard
thelr interests. He gave to them Hix right-
cous law ; and 1t was the solemn and sacred
Quty of Luclfer to sen that that law was
obeyed and that tho death penalty was I

ficted for a wiltul infraction thereof.

God endowed Adam and his wife with th
power to bring forth children. They were o

trug witnesses of the Lord unless we unspar-
ingly exposo false doctrines and proclaim

Created that they would worship deboval

facts; and be reasoned that it be could
duce ‘man to worship him, sinco he was
overlord of man the time would come when
tho earth would be fled with a race of peo-
ple, all of whom would bow down and wor-
ship Lucifer instead of Jehovahi God. The
prophets of God record this ambitious de-
sire, the wrongful course taken by Lucifer,
and’ the dis fah 14313,
145

To accomplish his purpose Lucifer resorted
to fraud, decelt and lying. Ho induced Eve
to believe that the violation of God's law
would not result in death, but that God hal
threatened her thus In order to keep her and
Adam Sgnorant. Sho yielded to bis seduos
tive infiuence. Adam voluntarily joined her
i the transgrossion. God sentenced man to
death, expelied him from Eden, and provided
for bis execution by cavsing him to feed
upon the poisonous f00ds of the earth. While
undergoing the execution of the penalty man
had the opportunity to dearn a valuable,
lesson.

As to Lucifer, God changed his name,
astlgning to him four names, to wit, Dragon,
Satan, Serpent, the Devil. Each of these
signifies his mallgnant disposition. Dragon
means devourer: Satan means opposer, ot
adversary ; and Serpent, decelver, while Devil
means slandercr, All through the ages Satan
has sought fo devour the faithful, oppose
the righteons course of God, decelve the
people, and slander those who serve God.

God dld pot take away from Satan the
right to be overlord of man, but permitted
him to hold thia place and to pursue his own
wicked and unrighteous course in order that
man might learn from experience a_losson
that sin 4nd unrighteousness lead to disaster

| to life and happincss.

MAN'S DESIRE

Al tho children of Adam wero born after
Mo was expelled from Eden because of the
Judgment pronounced against bim. For this
reason all were born lmperfect and therefore
sinners. (Psalm B1:6; Romans 5:12) But
from the time of Abel until now many me
bave desired peace, prosperity, life, 1ibe
and happiness and have earncstly sought f
these. During all that timo Satan, the enemy,
in the exerciso of i power has {njected Into
the minds of men wicked thoughts Which
have led to wicked deeds. The result has
been that the world is fillad with violence
and blood. The great ambition of Satan has
always been that ho might bo worshipped by
others ; and to this end he has always endeay-
ored to turn the minds of the peoples away.
from Jehovah God that ho might induce them
to curse God, aud that Satan might have
thelr worship,

Jehovah, tho Most High, 1 the truo God.
Ho fs love. Dy that I mean that every act
of Fis is prompted by love. Justice ix the
foundation of His throne  and Justlce required
thiat Ho put man to death for a violation of
His law. Love provided for the redemption
and deliverance of man from death in God's
due time. Justico requires that God shall
put_Satan to death, and in due time this
shall be done. God has worked out Hin
soverelgn plan to tho end that Intelligent

t be Informed of the banefal
effects of evil and that in due time they
might appreciate the love of God manifested
towardthm,

When all the human family have come to &

knowledge of tho truth they will look. back
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